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巻頭言 M E S S A G E

山口 泰　Yasushi YAMGUCHI

日本図学会創立50周年記念事業

　日本図学会は1967年に日本図学研究会として設立，その後，1969年に日本図学会と
改称されて現在に至っています．本年，2017年はちょうど50周年で，昨年より50周年
の記念事業が進められており，多くの会員の協力を賜っているところです．50周年記
念事業については，2016年度の春季大会ならびに秋季大会，各支部例会，50周年記念
募金の依頼などでも紹介させていただいておりますが，当該記念事業の現状について
説明といくつかのお願いをさせていただきたいと思います．
　50周年記念事業は，アジア図学会議（Asian Forum on Graphic Science），アジアデ
ジタルモデリングコンテスト（Asian Digital Modeling Contest），50周年記念大会，会
誌「図学研究」50周年記念号，デジタルアーカイブ，そのほか図学会ウェブページや
J-STAGEのコンテンツ整備などから構成されています．アジア図学会議は日中図学教
育研究国際会議を発展させたもので，2013年は大連（中国），2015年には初めて日中
以 外 となるバンコク（タイ）で 開 催 されました．今 回 のアジア 図 学 会 議（以 下，
AFGS 2017）は，東京大学駒場キャンパスで 8 月 6 日から10日にかけて開催されます．
図や形に関連して興味深い活動をされている研究者 6 名を内外から招待講演としてお
招きしています．一般講演は 3 月22日に採択通知が送信されましたが，過去 2 回の 3
倍に近い80件以上，参加国数も10カ国以上になっているようです．一般講演も非常に
充実したものとなることが予想されます．本会会員の皆さまには，ぜひとも参加を検
討いただきたいと考えております．
　アジアデジタルモデリングコンテスト（以 下，ADMC 2017）は，本 会 が2006年 か
ら実施しているデジタルモデリングコンテストの国際版です．従来のデジタルモデリ
ングコンテストでは，提出された電子データをもとに優秀作品を決定し，その結果を
大会で発表していました．ADMC 2017では国際化にあたって応募作品が増加するこ
とを想定し，電子データをもとに 1 次審査を実施し，選定された優秀作品を対象に
AFGS 2017期間中に最終審査を行います．ADMC 2017の作品募集は 3 月13日に締め
切られましたが，海外からの応募も複数あったようです．会員の皆さまにはAFGS 
2017に併せて実施される最終審査に参加して，コンテストを盛り上げていただきたく
お願いいたします．
　AFGS 2017とADMC 2017はかなり規模が大きいため， 5 月には大会を開催せず，
AFGS 2017の併設イベントとして 8 月 6 日に記念大会を開催いたします．当日は総会
と50周年記念の講演会ないしパネル討論を実施し，夕刻からの懇親会はAFGS 2017の
レセプションを兼ねる予定です．ここでお断りしなくてはならないのは，例年 5 月に
開催される総会が 8 月になるため，役員改選時期がずれ込むことです．役員は総会を
経て改選されますが，総会の定足数が正会員の ４ 分の 1 以上であることから，総会だ
けを 5 月に成立させることは困難と考え，AFGS 2017に併設の記念大会の際に開催す
ることにいたしました．第25期役員の在任期間が 3 ヶ月ほど長くなりますことを，ご
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承知いただきたくお願いする次第です．
　会誌「図学研究」の50周年記念号は，30周年記念号や４0周年記念号にならう形で
編集が進められています．図学会の50年に関する記事，４0周年以降の10年間に関す
る研究や作品紹介などの解説，この10年間の活動記録，図学に関するコラムなどで
構成される予定です．記事執筆にあたっていただいた方々には心より感謝申し上げ
ます．図学会の50年間ならびに最近10年間の活動を振り返り，これからを考える良
い材料を与えてくれるのではないかと期待しております．
　デジタルアーカイブは，図学会の50年間に産み出された全情報をまとめようとい
う試みです．会誌「図学研究」や大会講演論文集のみならず，本会が中心となった
国際会議の記録，古い会告，本会が編集・編纂した書籍，2017年時点での本会ウェ
ブページなど，可能な限り全ての情報を集約しようとするものです．複数の出版社
のご厚意によって，本会が出版した書籍のデジタル化ならびにアーカイブへの収録
をお認めいただいております（書籍の版権に配慮して，後に述べます記念募金に協
力いただいた会員の方々に，本アーカイブの配布は限定されます）． 8 月に開催さ
れるAFGS 2017とADMC 2017の情報も収録する予定ですので，完成はそれ以降の
なるべく早い時期を想定しております．50周年記念事業としては，このほか本会の
ウェブページやJ-STAGEのコンテンツ整備なども検討しておりますが，上述の事業
とともに皆さまのご助力を賜りたく，心よりお願いする次第です．
　ところで，これらの事業を実施するにあたって，予算的な裏付けも欠かせません．
2015年11月に日本学術振興会の科学研究費助成事業研究成果公開促進費を申請いた
しました．「アジア図学会議／アジアデジタルモデリングコンテスト」と題した申
請が採択され，2016〜2017年度にかけて助成を受けられることとなりました．振り
返ってみると，本会の国際活動は1978年の第 1 回図学国際会議からの流れを汲むも
のですし，デジタルモデリングコンテストも2006年以来，10年以上にわたって開催
してきた実績を持ちます．その意味で，今回の採択は本会の活動を認めていただい
たものであり，会員の皆さまのご協力の賜物と言えると思います．この場を借りて，
お礼を申し上げます．
　採択された研究成果公開促進費はAFGS 2017とADMC 2017に係るものであり，
そのほかの50周年記念事業，特に会誌「図学研究」50周年記念号とデジタルアーカ
イブなどの経費に充てることはできません．これらの事業支出は相当な額となるこ
とが予想され，本会の通常予算ではまかないきれません．そのため，昨年秋より記
念募金をお願いしており，これまでに多くの方々から募金を賜ることができまし
た．募金にご協力いただきました皆さま方には，篤く御礼を申し上げます．もうし
ばらく募金を受け付ける予定ですが，詳細については本会ウェブのトップページ最
下段「日本図学会50周年記念事業に関するお願い」をご覧ください
　50周年記念事業全体の概要について，説明させていただくとともに，ご協力のお
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願いなどをさせていただきました．なにとぞよろしくお願い申し上げます．また，
記念事業に関して，すでに活動ないし協力いただいている方々にはお礼を申し上げ
ます．事業の全容をよくご存知の方もいらっしゃれば，ほとんどご存知なかった方
もおられるかもしれません．会員の皆さま方には記念事業に対するご理解を深めて
いただいたうえで，様々な形で参加していただくとともに，まだ会員ではないが興
味を持っていただけそうな方々を巻き込んでいただければ幸いです．本事業が本会
の一層の発展に結びつくよう祈念しております．

 
やまぐち やすし
東京大学大学院総合文化研究科・情報学環
教授（工学博士）
研究分野：画像処理，形状処理
情報処理学会，IEEE，ACM等の会員，日
本図学会会長，ISGG会長
yama@graco.c.u-tokyo.ac.jp
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概要
　これまでの研究で筆者は，ル・コルビュジエの《ロンシャ
ンの礼拝堂》を，彼が形成期に訪れたアテネのアクロポリス
と関連付け，次のように位置づけた．それは，アクロポリス
の普遍性に圧倒されつつ嗅ぎ取った〈死のイメージ〉の克服
過程，すなわち絵画制作を通じた〈女性イメージ〉による
〈死のイメージ〉の統合の建築的反映である．本研究では，
彼の日本唯一の建築作品である《国立西洋美術館》を取り上
げ，次のように位置づけることができた．それは，彼が確立
したプロトタイプに託した美術館の普遍的原理が現前する記
憶の場であるだけでなく，美術館というコンテクストを超え
て異種のイメージが外部から召喚・内化される想起の場でも
あった．そこでは，受容された断片的なイメージ群が星座の
ように互いに関連付けられ，一つの建築へと収斂した．要約
するなら，同美術館は，断片的イメージを受容し一つの星座
を生成する母体，すなわちコーラとして機能した．
キーワード：設計論／ル・コルビュジエ／国立西洋美術館／
ロンシャンの礼拝堂／アテネのアクロポリス
Abstract
　In former studies we related Le Corbusier’s 《the Chapel at 
Ronchamp》 to the Acropolis, which he had visited in his formative 
years, and placed it as follows; It was an architectural reflection of 
his process to overcome 《Image of death》 which had been received 
with annihilation by its great universality and finally integrated into 
《Female Images》 in his pictorial works. In this paper our target is 
his 《National Western Museum》. Then we could place it as 
follows; it was not only a place of memories where was present the 
universal principles entrusted to 《Museum for Unlimited Growth》, 
but also a place of recollection where different images were 
received out of the context of Museum and united. In summery it 
had Choral function where a fragmentary images like discrete stars 
had been recollected to create a new constellation
Keywords : design theory / Le Corbusier / National Western 
Museum / the Chapel at Ronchamp

コーラとしての建築へ ─ル・コルビュジエの《国立西洋美術館》─
●研究論文

Toward a Choral Architecture -《National Western Museum》 by Le Corbusier

加藤 道夫　Michio KATO

1. はじめに
　これまでの研究で筆者は，ル・コルビュジエの《ロン
シャンの礼拝堂》を，彼が形成期に訪れたアテネのアク
ロポリスと関連付け，次のように位置づけた．それは，
アクロポリスの普遍性に圧倒されつつ嗅ぎ取った〈死の
イメージ〉の克服過程，すなわち絵画制作を通じた〈女
性イメージ〉による〈死のイメージ〉の統合の建築的反
映である［1］,［ 2 ］．
　本研究では，日本に唯一存在する彼の建築作品である
《国立西洋美術館》に着目する（図 1）．
　なぜなら，同美術館が，《ロンシャンの礼拝堂》の竣
工直後に，同礼拝堂と同様にメゾニエを主担当者として
設計が始まっており，以降の彼の建築的探究の出発点で
あるからである．

図 １ 　《国立西洋美術館》１955-１959　外観

　同美術館に関しては，数多くの研究がなされてきた．
中でも，その開館50周年を記念して開かれた展覧会カタ
ログ［3］には，以下の実証的研究が収められている．
　まず，同書の編者である寺島洋子は，「《国立西洋美術
館》をふりかえる」で美術館建設に至る経緯を明らかに
するだけでなく，福田京とともに「国立西洋美術館　建
築略年表」をまとめている．
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2.   範例となるプロトタイプ（一般解）とその適用
（特殊解）
　ル・コルビュジエは，建築設計において，範例となる
プロトタイプ（一般解）を探求し，確立したプロトタイ
プを具体的作品に適用する（特殊解）という方法をとっ
た．
　住宅を例に挙げるなら，《シトロアン住宅》（1920-
1922）が範例となるプロトタイプ探求の始まりであり，
《ヴァイセンホッフ集合住宅の一家族住宅》（1927）が確
立されたプロトタイプの実現による現前化である．
　美術館においても例外ではない．《国立西洋美術館》
（1955-1959）は，彼の美術館建築のプロトタイプの現前
化の一つである．以下，山名に倣って，美術館のプロト
タイプの確立過程を要約すると以下のようになる［3］．
　彼の一連の美術館設計は，《ムンダネウムの世界美術
館》（1928-1929）に遡られる．そこでは，展示室が中央
から周辺へと螺旋状に展開する構成が生み出された．た
だし，それはピラミッド（ジグラート）を想起させるモ
ニュメンタルな形状を有し，増築を想定しない自己完結
的な計画だった．
　そして同タイプのピラミッド状の美術館構想が，《バ
ルセロナ計画》（1933）や《アントワープの世界都市構
想》（1933）の都市デザインに継承された．
　その傍らで，《ムンダネウムの世界美術館》に対する
カレル・タイゲ等の批判を受けて，同一平面上で螺旋構
造を展開する計画が構想された．同計画について彼は，
『カイエ・ダール（美術手帖）』の編集長ゼルヴォスへの
書簡において，「最初の部屋をつくる」ことから始め，
「それに続けて，一部屋，二部屋，四部屋というように
新しい部屋を，翌月，或いは， 2年後， 4年後に増築し
たいときに加えることができる」と記述し，螺旋状平面
を初めて増築と関連付けた．それが，《パリの現代芸術
美術館》あるいは《ネル・ラ・ヴァレの現代芸術セン
ター》（1929-1931）における「四角い螺旋美術館」である．
　その後，その構想は，1937年のパリ国際博覧会に向け
たプロジェクトである《現代芸術センター》（1936-1937）
を経て，北アフリカの《フィリップヴィル市の美術館計
画》（1939）へと発展し，彼は後者を巻貝の黄金比に基
づく対数螺旋と関連付け，《無限成長美術館》と名付け
た．ここに至り，《ムンダネウム》に始まる一連の美術
館構想が，敷地などの固有名を伴わない範例（一般解）
としての名称を持つに至り，名実ともにプロトタイプと
なった．

　次に，山名善之による「ル・コルビュジエの《無限成
長美術館》」では，《国立西洋美術館》が範例とした美術
館建築のプロトタイプの確立とその適用過程がまとめら
れている．
　さらに同書には，後述する基本設計図，実施設計図な
ど関連する多くの図面が収録されている．
　本研究では，同書を参照しつつ，ル・コルビュジエ財
団（以下「FLC」と略記）に残された図面に加えて，同
時期に制作された油彩画を参照した．それらは以下の 5
種に分類される．
　 1 ）FLCに残された304枚の図面．その一部の図面には

ル・コルビュジエのアトリエにより「Mu.TO.**」
という書式で番号が振られている．本研究では，

FLC番号とMu.TO.番号を示す．
　 2 ）日本に送付された基本設計図と実施設計図，すべ

てFLCに原図が存在する．本研究では，FLC番号
とMu.TO.番号を示す．

　 3 ）日本に送付されたポートフォリオ，個人蔵で前掲
書に掲載され［3］，模型写真を除く図面の原図が
FLCに存在する．本研究ではFLC番号を示す．

　 4 ）上記のいずれにも属さない1956年 2 月17日付のデ
ザインスケッチ，前掲書に掲載されている［3］．

　 5 ）『カタログ・レゾネ』［4］に収録された油彩画．本
研究では，FLC番号とカタログ番号（「CR**」と
表記する）で示す．

　本研究は，以上に記した先行研究と資料を基に，《国
立西洋美術館》の設計に関わるイメージ群の全体像を検
証する試みである．そのために以下のプロセスをとる．
　 1 ）ル・コルビュジエの美術館の範例となるプロトタ

イプがどのように成立し，その後どのように適用
され，同美術館の設計へと至ったか？本研究で
は，山名の研究に基づきそのプロセスを要約し，
同美術館において反復適用された過去のイメージ
を把握する．

　 2 ）寺島に基づき，日本に送付されたル・コルビュジ
エのアトリエで制作された設計図書の概要を把握
する［3］．

　 3 ）以上の整理の上で，彼の一連の美術館建築という
枠を超えて，反復されるイメージの起源へと遡行
する．そして，そこで得られた断片的なイメージ
を，それらが有するイメージ間の近接性を媒介に
関連付けて，星座のような一つのまとまりを読み
取る．
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　同年12月12日に日本側から修正依頼がなされ，1957年
にかけて実施設計図が下記のように送付された．
　 1）3 月30日送付， 4月10日文部省受領．その内訳は

実施設計図 9枚の青焼き（Mu.TO.5481-5489）．
　 2 ）5 月 9 日ル・コルビュジエ事務所の担当者である

メゾニエから吉阪に送付， 5月29日文部省受領．
その内訳は，先の実施設計図 9枚（Mu.TO.5481-
5489）に加えて 2枚の立面図（Mu.TO.5509，
5510）の青焼き計11枚．

　 3 ）6 月 8 日，在仏大使がル・コルビュジエ事務所よ
り実施設計図 9枚（Mu.TO.5481-7，5509，5510）
を含む実施付属説明書を受け取り， 6月14日送
付， 6月26日に受領．

　 4 ）別途，同日にメゾニエから吉阪に外壁の詳細図
（Mu.TO.5526）が送付．

　他に，15枚の模型写真と12枚の図面から構成された計
27sheetsからなるポートフォリオが送付された（表 2）．
　それらは， 7枚が基本図（配置図， 1階から 3階（中
3階）までの各階平面図 3面，天井伏図，屋根伏図，断
面図）で， 5枚がスケッチ（外観 3枚と19世紀ホールの
内観 2枚）である．

3. 《国立西洋美術館》
3.1. 計画の概要
　《国立西洋美術館》は，戦後フランスから日本に返還
された松方コレクションを収蔵・展示するために計画さ
れ，ル・コルビュジエが設計者に選定された．彼は1955
年11月 2 日から 9日まで来日，この間に上野公園内の敷
地を訪れている．
　翌年，彼は，日本側の依頼の範囲を超えて，当該美術
館に加えて美術，音楽，演劇のための《不思議の箱》と
《企画・巡回展パヴィリオン》が 2倍正方形の前庭を囲
む複合文化施設計画を提案した．
　予算上の制約もあり，実現したのは，美術館本体のみ
であった．位置はこの全体構想から変わっていない．そ
の後，対面して前川國男により《東京文化会館》が設計
された．
3.2. ル・コルビュジエから送付された図面群
　FLCには《国立西洋美術館》に関する304枚の図面が
残されている．これらの図面を参照しつつ，ル・コル
ビュジエのアトリエで制作され，日本側に送付された図
面群を整理しておこう．寺島によれば，それらは基本設
計図，実施設計図，詳細検討図に分けられる．日本側に
送付された建築図面をまとめると表 1のようになる．

Mu.TO．
no.

名称
FLC
図面番号

日付 備考

5400
文化センター
全体
地上階平面図

24615 1956/7/9
基本設計図

56年8月9日受領

5401 各階平面図 24616A 1956/7/9 同上
5402 断面図 24617A 1956/7/9 同上

5481 地上階平面図 24618A 1957/3/26
実施設計図

57年4月10日，5月29日，
6月26日受領

5482 2階平面図 24619A 同上 同上
5483 中3階平面図 24621A 同上 同上
5484 屋上階平面図 24622A 同上 同上
5485 南東立面図 24623 同上 同上
5486 南西立面図 24624 同上 同上
5487 標準断面図 24625 同上 同上

5488
南西‐北東
断面図

24626 同上
57年4月10日，5月29日

受領

5489
北西‐南東
断面図

24627 同上 同上

5509 北東立面図 24628 1957/5/2
追加

57年5月29日，6月26日
受領

5510 北西立面図 24629 同上 同上

5526
外壁

断面詳細図
24630 1957/6/13

追加
メゾニエが57年6月14日

送付

表 １ 　日本に送付された建築図面

　その概要は以下のとおりである．まず，設計契約
（1955年10月16日）から 9か月後にあたる1956年 7 月18
日に基本設計図 3枚（Mu.TO.5400-5402，いずれも1956
年 7 月 9 日の日付あり）が送付され， 8月 9日に日本で
受領された．

sheet
 no.

 図面名称
対応するFLC図
面番号

日付 備考

16
文化センター全体
地上階平面図

24615 1956/7/9
原図は
Mu.TO..5400

16bis 美術館地上階平面図 24615部分 1956/7/9

17 美術館2階平面図 24616A部分 1956/7/9
原図は
Mu.TO..5401

18 美術館3階平面図 24616A部分 1956/7/9 同上

19 美術館3階天井伏図 24616A部分 1956/7/9 同上

20 美術館屋根伏図 24616A部分 1956/7/9 同上

21 断面図 24617A 1956/7/9
原図は
Mu.TO..5402

22
企画展示パヴィリオンス
ケッチ

29936D

23 散策広場スケッチ 29936E

24 全体計画案スケッチ 29936B 1956/3/13

25 19世紀大ホール 29936C 1956/3/7

26 19世紀大ホール 33443 1959/2/12

表 2 　ポートフォリオの図面群

　基本図は，1956年 7 月に送付された基本設計図（1956
年 7 月 9 日の日付あり）と同じ，もしくはそれらを分割
してレイアウトし直したものである．
　 5枚のスケッチの内，sheet22，23には日付はない．
また，sheet24は全体計画案の俯瞰スケッチであり，
1956年 3 月13日の日付がある．なお，sheet25（図 2）に
は1956年 3 月 7 日の日付がある．ただし， 7月 9日付の
基本設計図とは天井面のトップライトの形状が異なって
おり，基本設計確定以前の案と考えられる．
　このポートフォリオは，基本設計直後に制作されたと
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関連する油彩画を挙げると以下のようになる．
　当初描かれたのは，複雑な形態をした螺旋状の巻貝あ
るいは三半規管だった．《灯台のある静物》（1928，FLC
263，CR77），《テーブルクロス上のグラスと瓶》（1929，

FLC213，CR84），《月を伴う静物》（1929，FLC146，
CR90）などが対応する．
　その後，巻貝の形状が対数螺旋と関連付けられ，単純
化された．《洋梨を伴う構成》（1929，FLC147，CR91）
では，黄金分割に基づく対数螺旋のダイアグラムが描か
れ，それによって構図が定められた．《構成―対数螺旋》
（1929，FLC171，CR94）では構図決定に対数螺旋が反
復されるとともに，巻貝が単純化されて描かれた．また，
《幾何学的静物》（c.1930，FLC93，CR107）では幾何
学的に様式化された螺旋が描かれた．その幾何学的様式
化の時期は《ムンダネウムの世界美術館》の設計と重な
る．
　さらに《パリの現代美術館》の設計時に制作された
《灰色の女性の頭》（1931，FLC347，CR126）では巻貝
の殻が描かれ，《無限成長美術館》設計の直前に制作さ
れた《水浴婦，小舟と貝殻》（1938，FLC223，CR208）
と《貝殻のあるエチュード》（c.1938，FLC452，CR
209）でも反復された．つまり，美術館のプロトタイプ
の形成過程では，巻貝を介して美術館建築と絵画制作が
接続したといえるだろう．
4.2. 範例となるプロトタイプの適用
　彼は，《ムンダネウムの世界美術館》以降，多くの美
術館を計画した．その多くは，都市デザインの一部，あ
るいは文化複合施設の一要素として構想され，そのほと
んどが実現せずプロジェクトに留まった．
　実現したのは，《国立西洋美術館》に先行する《アー
メダバードのサンスカル・ケンドラ美術館》（1951-1958）
と死後に完成した《チャンディーガルの美術館》（1951-
1968）を含めて 3館にすぎない．
4.3. 螺旋的拡張イメージの検討
　次に，《国立西洋美術館》の構想段階で描かれた螺旋
的拡張を示す図の存在を指摘しておきたい．それらは先
行する《無限成長美術館》と同様の角型螺旋の概念図
（FLC24772）と展示室内の螺旋的動線と展示室の拡張
を示す平面図である（FLC24713，図 4）．
　後者は，北西側に突出した講堂を伴っていることか
ら，基本設計の構想段階に描かれた（1956年 7 月 9 日以
前）と考えられる．そこでは，動線となる螺旋が同美術
館の内部を超えて外部へと進展するだけでなく，南東側
の外部に破線で矩形が付加されており，《無限成長美術

考えられてきた注1．しかし，sheet26は，他とフォーマッ
トが異なる上，「1959年 2 月12日」の日付がある．した
がって，1958年 9 月12日の吉阪による依頼に基づき，
1958年から1959年にかけて写真壁画の内容を検討した結
果，描かれたと考えられる［3］（図 3）．以上の事実から，
ポートフォリオ全体が基本設計直後に制作されたとは考
えにくい．仮にそうだとしても，少なくともsheet26は
後から付加された可能性が高い．

図 2 　sheet 25［１9世紀大ホール］（１956年 3 月 7 日）

図 3 　sheet 26［１9世紀大ホール］（１959年 2 月１2日）

4. 反復されるイメージ
4.1. プロトタイプ形成過程での絵画との接続
　ル・コルビュジエの一連の美術館構想にとってキーイ
メージとなった巻貝あるいは螺旋は，彼の絵画活動と密
接にかかわる．
　彼は，1920年代後半から機械を範とした〈オブジェ・
ティプ〉と呼ばれる日用品や楽器に加えて，貝や骨など
の〈詩的感動を伴うオブジェ〉と呼ばれる自然の対象
を，絵画の構成要素に加えるようになった．そして，
1928年から絵画にも「ル・コルビュジエ」と署名するよ
うになった．その時期は《ムンダネウム》の構想の始ま
りと一致する．
　ジョルノ編纂の『カタログ・レゾネ』［4］に基づいて，
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中央部分は残余となっている［5］（図 5）．
　同時期に設計された《アーメダバードのサンスカル・
ケンドラ美術館》と合わせるなら，《国立西洋美術館》
に適用されたトップライトが示す風車型配置は，先行す
る二つの計画の融合であり，拡張型平面と完結型平面の
弁証法的融合の完成形と見ることができるだろう．つま
り，《ムンダネウム》に始まる美術館というコンテクス
トに，《カップマルタンの休暇小屋》という異種のイメー
ジが外部から想起され，《国立西洋美術館》へと結実し
たと考えられる．
5.2. 空虚な中心
　改めて《国立西洋美術館》に先行する《アーメダバー
ドのサンスカル・ケンドラ美術館》を見てみると，その
不可思議さに驚かざるをえない．なぜなら，その中心部
分が外部空間（中庭）となっており，美術館入口への経
路にすぎないからである．
　そこには《パリ現代芸術館》に始まり《無限成長美術
館》で確立したプロトタイプの核であり成長の始まりと
なる展示室が見当たらない．そこは，機能的には空虚な
中心であり，この点で中心であると同時に，その不在を
含意する両義的存在となっている．《国立西洋美術館》
においても，中心部分を空白で描いた1956年 2 月17日付
のスケッチが存在し，寺島はその空白を中庭としている
（図 6）．

館》に倣った増築の可能性が示されている．しかし，実
現した同美術館の外形は正方形で，その平面は，自己完
結的な構成となっている．ちなみに山名は増築につい
て，「設計段階では考慮されていたものの，敷地条件な
どがネックとなり」実現していないと述べている［3］．

図 4 　平面図に描きこまれた動線が示す螺旋

5. 外部から到来するイメージ
5.1. 風車型構成の反復
　《国立西洋美術館》では，風車型配置のトップライト
が初めて考案された．それは同美術館内部の回転運動を
完結した正方形平面に封じ込める効果をもたらしている．
　ここでは，その設計時期が《国立西洋美術館》に先行
する《カップマルタンの休暇小屋》（1953）との関連を
指摘しておきたい．同休暇小屋では，3.66×3.66mの正
方形に 4つの1.40×2.26mの空間が風車型に配置され，

図 5 　《カップマルタンの休暇小屋》（１953）の風車型構成

図 6 　１956年 2 月１7日付の全体配置スケッチ

　同美術館の中央にある19世紀ホールが《アーメダバー
ドのサンスカル・ケンドラ美術館》の中庭に対応すると
すれば，そこは，もはや「無限成長の核」と位置付けら
れ，「展示空間の始まり」という意味の充実した中心と
は異なる様相を呈することになる．いいかえるなら，そ
の中心の空虚性が，受容の場（コーラ）として異なる意
味づけに開かれており，異種の機能を招き寄せる．そこ
で考案されたのが写真壁画構想だといえるだろう．
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気候に順応しようと試みたことはよく知られており，イ
ンドという異国の環境において，空虚な土間を囲む高床
という地域に根差した形式を発見し，アーメダバードで
の美術館構想に導入した可能性は否定できない．
5.4. 配置計画に埋め込まれたモデュロ－ル生成の根源
　以上のように，同美術館の設計過程には，各種イメー
ジとの接続が見られた．それはル・コルビュジエあるい
は彼のアトリエ内部に留まらない．日本での実施設計担
当者たちも，彼の設計意図を理解しようと彼のイメージ
へと接近し，その結果がル・コルビュジエへと送り返さ
れることになった．
　すでに見たように， 2倍正方形の前庭の存在は，1956
年 2 月17日付のスケッチにも見られた．そこでは 2倍正
方形の短辺に沿って美術館が配置されていた．
　その後ル・コルビュジエから送付された基本設計図
（Mu.TO.5400，FLC24615，1956年 7 月 9 日の日付あり）
では，美術館が南東に移動する．そのずれに関して，基
本設計図には寸法などの位置を特定する情報が示されて
いなかった．そのため，日本側の坂倉事務所の担当者
（藤木忠善）が，ル・コルビュジエ制作の配置図上に作
図を行い，その配置法則を探求した．その結果，そこに
モデュロール考案のもとになった幾何学的ダイアグラム
が再発見された．それは， 2倍正方形に黄金矩形を内接
させ，第 3の正方形の位置を定めるもので，そこでは，
直交する二本の対角線からなる直角三角形の斜辺が 2倍
正方形の長辺に対応するという作図誤差まで忠実に再現
されている（図 8，図 9）［8］,［ 9 ］．

5.3 ピロティを伴う求心的構成の起源
　ピロティについては，フォークトによるスイスの湖上
住宅を起源とする説が有力であり，サヴォワ邸（1928-
31）がその完成形と考えられてきた［6］．だとすれば，
サヴォワ邸と設計時期が重なる《パリの現代芸術美術
館》に始まる一連の美術館建築に見られる構成，すなわ
ちピロティにより持ち上げられた展示室もその延長上に
あると考えられる．
　ここでは別のイメージとの接続の可能性を指摘してお
きたい．その点で興味深いのが，《アーメダバードのサ
ンスカル・ケンドラ美術館》の中央部分である．ここで
はそこが中庭（外部空間）となっている．来訪者は外部
からピロティ下を潜り抜け，この中庭に達する．そして
その側面にある斜路を登ってバルコニーに至り，その端
部に設けられた展示室入口の大扉を開けて，美術館内部
に入ることになる．
　ちなみに，インドには，ヒンドゥー教に由来する
jaffnahouseと呼ばれる中庭形式の伝統的建築が存在す
る．また，スリランカには，ambalamaと呼ばれる伝統
的建築が存在する．それは，集落の端部に置かれ，旅人
の休憩所として使用されていた（図 7）．

図 7 　スリランカの伝統的建築ambalama

　後者は，大屋根の下での空虚な中心（土間）とそれを
囲う四周の高床という一つの完結したビルディング・タ
イプを形成している［7］．その空虚な外部（土間）を囲
う形式は，《アーメダバードのサンスカル・ケンドラ美
術館》との関連を感じさせずにはおかない．
　残念ながらル・コルビュジエ自身がこの種のビルディ
ング・タイプに関心を示した事実は発見できなかった．
しかし，彼が，インドでの建築設計において，その風土，

図 8 　配置計画における幾何学的検討（作図強調は筆者）

　その配置法則がル・コルビュジエの意図だとすれば，
その発見は，彼が同美術館の配置計画において，モデュ
ロール生成の根源へと回帰したという点で重要である．
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　こうした《国立西洋美術館》のコーラとしての受容性
は，《ロンシャンの礼拝堂》における，アクロポリスへ
の接近と克服という，自己体験の内部で完結した総合と
は異なっており，他者へと開かれている．
　つまり，同美術館は，自己という枠を超えて他者へと
開かれた受容であるという点で，新たな建築的探究の始
まりと捉えられる．その転換は，チャンディーガルでの
一連の経験を踏まえ，アジアという他者との共存をめざ
した結果の反映といえるだろう．

注
注 1　ポートフォリオに関して，参考文献［ 8］には「1956

年 7 月に送られてきた基本設計を説明するための全27
枚のポートフォリオ」という記述があり，参考文献
［ 3］には，日付は明示されないものの，「基本設計が
終了した時点でまとめられた」という記述がある．

注 2　プラトンの対話編『ティマイオス』に由来し，「場」
や「空間」とも翻訳される宇宙生成における〈生成の
場〉．〈コーラ〉は，〈あるもの〉と〈生成〉にならぶ
第三の種族としての〈場〉であり，生成の養い親のよ
うな受容者として語られる［11］,［12］.

図版出典
図 2　参考文献［ 3］，p.77，FLC29936C.
図 3 　参考文献［ 3］，p.92.
図 4 　ル・コルビュジエ財団，FLC24713.
図 5 　参考文献［ 5 ］，p.88.
図 6 　参考文献［ 3］，p.76.
図 7 　参考文献［ 7］，p.12．（The Architectural Heritage 

of Srilanka,Measureddrawings from theAnjalendran
Studio（2015）,p.72）.

図 8 　参考文献［ 8］，p.56を下に筆者が作図を強調．
図 9　参考文献［ 9］，p.60.
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［ 1］ 加藤道夫，“開かれたイメージの根源＝ル・コルビュ

ジエの鏡─アクロポリスの旅行スケッチをめぐって
─”，日本図学会学術講演論文集2015年春季大会
（2015），29-34．

［ 2］ 加藤道夫，“開かれたイメージの展開＝ル・コルビュ
ジエの脱構築─アクロポリスからロンシャンへ─”，
日本図学会学術講演論文集2015年秋季大会（2015），
31-36.

［ 3 ］ 寺島洋子編，開館50周年記念ル・コルビュジエと国立
西洋美術館，国立西洋美術館（2009）.

［ 4 ］ Jornod,N.etJornodJ.-P.,Le Corbusier catalogue rai-
sonné de l’oeuvre peint Tome I,Skira（2005）．

別の観点から見ると，当時の日本，より正確には坂倉事
務所におけるル・コルビュジエ理解が彼の意図を再現す
るレベルにまで達していたことを示している．
　予算の関係で，基本設計にあった《不思議の箱》や
《企画・巡回展パヴィリオン》は実現せず，現状では 2
倍正方形の広場との関係性を明確に見ることはできな
い．しかし，藤木によれば，その痕跡は美術館の前庭に
設置された腰壁が 2倍正方形の分割線の位置にあたる
［10］という．

図 9 　モデュロール考案の元になった作図

6.   結びに変えて─コーラとしての《国立西洋美
術館》

　本研究では，《国立西洋美術館》における以下のよう
な様々なイメージとの接続を裏付けることができた．
　 1）《無限成長美術館》へと結実する美術館の範例と

なるプロトタイプのイメージ，
　 2）油彩画における巻貝や螺旋のイメージ，
　 3）《カップマルタンの休暇小屋》の風車型イメージ，
　 4）《アーメダバードのサンスカル・ケンドラ美術館》

に由来する外部化された空虚な中心のイメージ，
　 5）モデュロール生成の根源に遡る幾何学ダイアグラ

ム．
　これらの内， 4）， 5）については，ル・コルビュジ
エあるいは彼のアトリエ内に留まらない外部からのイ
メージの介入の可能性を指摘できた．
　以上，同美術館は，彼が《無限成長美術館》というプ
ロトタイプに託した美術館の普遍的原理が現前する記憶
の場であるだけでなく，美術館というコンテクストを超
えて，異種のイメージが外部から召喚され内化される想
起の場でもあった．そこでは時間的にも空間的にも異な
る起源を持つ断片的なイメージが召喚され，一つの建築
へと収斂した．それは，離散的な星が一つのまとまりと
して捉えられる星座に例えられるだろう．
　要約するなら，同美術館は，断片的なイメージ群を受
容し，一つの星座を生成する場，すなわち受容と生成の
母体であるコーラ注2として機能したといえる．
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概要
　POV-Rayを用いた立体視動画の実習を半年 2 コマで教育
できることは報告されている．今回，図形処理とプログラミ
ングを半年 2 コマの実習で，プログラミング環境Scratchを
用いてアナグリフの立体視コンテンツ作成教育を行った報告
を行う．具体的に，受講生が作成した音を主体とするゲーム
コンテンツ，インタラクティブコンテンツ，RPGコンテンツ
2 例，落ち物ゲームコンテンツ 2 例を考察する．このことに
より，Scratchとアナグリフによる立体視コンテンツ教育は，
半年間の実習で行えることがわかった．
キーワード：図学教育／立体視／アナグリフ／スクラッチ／
ビジュアルプログラミング言語
Abstract
　It’s reported that a training of a stereoscopic views animation 
using POV-Ray can be educated by 2 frames half year. This paper, 
a graphics processing and a programming, the report that 3 
dimensional vision making education of contents of anaglyph was 
performed using programing environment Scratch is performed by 
2 frames of training half year.
Keywords : Education of graphic science / Stereopsis / Anaglyph / 
Scratch / Visual programming language

アナグリフとScratchを用いた立体視コンテンツ教育
●教育資料

Stereopsis contents education of anaglyph with Scratch programming

辻合 秀一　Hidekazu TSUJIAI

1. はじめに
　2014 年 度 テキストベース・レイトレーシングソフト
POV-Rayによる立体視動画映像制作実習［ 1 ］は，POV-
Rayというソフトを用いて映像を制作する実習を半年 2
コマで教育を行っている．
　半年 2 コマの実習で図形情報処理およびプログラミン
グを講義内容として，プログラミング環境Scratch［ 2 ］を
用いてアナグリフの立体視コンテンツの作成教育を行っ
た報告を行う．

2. 図形情報実習1
　図形情報実習 1 は， 1 年生から 4 年生までを対象とし
た科目である．しかし， 1 ， 2 年生は別の新しいカリ
キュラムが動いており，2015年度の受講生は 3 年生の 6
名であった．また，教員免許（美術）の必修になってお
り，半数が免許対象者であった．
　立体視コンテンツを作るために，学習が簡単である
Scratchを選んだ．Scratchは，ビジュアルプログラミング
言語で，ブロックを積み上げることでプログラムを行う
ことができる．また，オブジェクトにプログラムを付け
る形を取っている．制御構造は，ループ，分岐，割り込
みなどが用意されている．また，変数には，数値，文字
列，Bool代数を扱うことができる．配列はないが，リス
トで同様のプログラムを作成することができる．関数
は，四則演算以外に三角関数などの一般的なプログラミ
ング言語と同等のものが用意されている．入力には，
キーボード以外にマウスやWebカメラの映像も扱うこと
ができる．
　実 習 では，オンライン 版 のScratchを 用 い，Scratchの
IDを登録しコンテンツの公開ができるようにした．こ
れによりインターネットが 繋 がっているPCがあれば，
どこでもコンテンツ開発できるようにした．アナグリフ
の作例としては，図 1 を紹介した．下記に，作例を紹介
する．各節の文章は，できるだけ作者のレジメを用いた．
　2015年度は，2014年度の反省を踏まえ受講者全員にア
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　音ゲーの本ゲームの矢印や背景などの元データは主に
スクラッチ内にあるサンプルデータを利用した．プログ
ラミングに関しては現在スクラッチ上に挙げられている
世界中のクリエイターのプログラミングを参考にしなが
ら，変えたいところは自ら考えてデータを入力した．
　今 回 こだわったところは「矢 印 の 出 てくるタイミン
グ」「本 物 のダンスダンスレボリューションのようにタ
イミングよくキーを押すと音が鳴り，流れてきた矢印が
消えるプログラミング」「アナグリフの見え方」以上の
3 点である．
　 1 つ目の矢印の出てくるタイミングはBGMが無いた
めタイミングよく矢印を流さないとゲームをプレイ中の
楽しさが半減してしまう．そのため元素材のドラム音の
加工やスネアのタイミングなどは様々な検討を重ねた．
　 2 つ目に関しては「かつ」の要素によりX座標の範囲
を限定することによってオブジェクトの思い通りの操作
性を可能にした．
　 3 つ目はアナグリフによる立体視により奥行きを出し
臨場感を出した．
　また音楽をドラム音にすることでリズム感を養う知育
ゲームとしての側面も表現した．新たな可能性を模索し
た．

ナグリフ方式で立体視コンテンツ制作を行うこととし
た．アナグリフ方式では，青赤メガネをいつも用意し立
体視の動作確認を随時できた．実習は，表 1 の順番で
行った．
　2014年度にもScratchで教育したが，立体視部分をSide 
by side方式にしたコンテンツ作成を行った．システムと
しては，Side by side方 式 の 投 影 できるプロジェクタ
MW824ST（BenQ社）と 偏 光 メガネSSZ-200LDB（Sain 
Sonic社）を用いた．ただ，立体部分の面積が小さいこ
とと偏光メガネをかけながらの制作ができなかったため
7 名中 1 名しかSide by side方式のコンテンツを作成で
きなかった．制作の容易さを考え 6 名にアナグリフ方式
に変更し立体視コンテンツを作ることができた．
　立体視動画を作るのに比べて，立体視コンテンツを作
る場合は，立体視の動作確認作業が多くなるためと判断
した．

2.1. ダンスダンスアナグリフ─ゲームと立体視の融合─
　ダンスゲーム業界の第一線を今なお行くゲーム，「ダ
ンスダンスレボリューション」シリーズをモチーフにし
た作品である（図 2 ）.

表 1 　図形情報処理実習 1 カリキュラム（2015年度）

内　　　容

第 1 回 Scratch 2.0の環境とID登録

第 2 回 ループ，数，論理値

第 3 回 分岐，割込み，演算，関数

第 4 回 変数，リスト，スワップ

第 5 回 遠近法，立体視

第 6 回 クローン，メッセージ

第 7 回 レジメの書き方

第 8 回 Webカメラを使ったコンテンツ

第 9 ～14回 最終課題制作

第15回 プレゼンテーション

図 1 　anaglyph scratch［ 3 ］

図 2 　ダンスダンスアナグリフ（作：石田 航）［ 4 ］

2.2.   WHALE WATCHING !!─Scratchで作るアナグリフ
作品─

　この作品は海を舞台とし，そこで泳ぐクジラたちを見
るというコンセプトをもとに作成している．実際の観察
者である利用者に対し，ガイドをするキャラクタがクジ
ラの説明をする．キャラクタは海の中でガイドをする設
定なので，海に潜るための装備，潜水服をモチーフとし
たキャラクタになった．このキャラクタは画面外の利用
者を認知して，マウスカーソル位置に合わせ顔が動く．
　主人公となるキャラクタは潜水服をモチーフにしたデ
ザインをしており，作中におけるガイドの役割を持って
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画面上部から降りてくる虫は画面下までくるか手に触れ
ると，音を出して，上に戻る動作を繰り返す．その時，
乱数を使ってランダムに落ちてくるようにプログラミン
グしてある．
　メインキャラクターとなる虫はスクラッチ内のものに
手を加えて作成した．少しでもうまく飛び出して見える
ように透明度を出して下になったものが少し浮き出るよ
うにしてある．
　ありきたりな内容ではあるが，アナグリフで立体感を
出すことによって少し違った感覚で遊べるようにする音
を意識した（図 5 ）．

いる．この作品ではクジラに関するガイドを行う．登場
するクジラはシロナガスクジラ，ザトウクジラ，マッコ
ウクジラ，ホッキョククジラ，セミクジラの 5 種類であ
る．

図 3 　WHALE WATCHING !!（作：小笠原 寛仁）［ 5 ］

　クジラをクリックする，またガイドをクリックするこ
とで表示されるメッセージが変わる．このScratchとはプ
ログラム環境であり，GUIによって視覚的かつシンプル
にプログラミングすることが可能になっている．クジラ
のアニメーション，登場方法もこのプログラム言語の中
で乱数と変数によって制御されている（図 3 ）．

2.3. 記憶少女─少女の記憶を取り戻せ─
　目が覚めるとそこは不思議な世界．ストーリーはどう
してここにいるか名前も思い出せない，記憶を失った少
女が自分の記憶を取り戻すために不思議な世界を探索す
る．アイテムを見つけ，パズルを解き，探索を続けるの
が 流 れでさくさくと 進 めると 5 分 近 くでクリアできる

（図 4 ）．

図 4 　記憶少女─少女の記憶を取り戻せ─（作：川崎 麻由）［ 6 ］

2.4. 虫撃退─アナグリフのゲーム─
　今回，アナグリフを使うことが課題だったため，同じ
形で色が違う 2 つのスクリプトを少しずらして動くよう
に工夫した．また，次々と落ちてくるように見せるため

図 5 　虫撃退─アナグリフのゲーム─（作：川本 麻未）［ 7 ］

2.5. YUKIGESHIKI─雪景色─
　今年の冬，暖冬とされ雪が降らない冬を予測していた
が， 1 月中旬に大雪となり，辺り一面雪景色となった．
その綺麗さから制作意欲が湧き，途中で作品を変更して
制作したものである．目的としてアナグリフを使用する
ことによって画面上に奥行を感じさせることを目指した．
　また，Scratchは，誰でも楽しめるプログラミングソフ
トであるので，幅広い年齢層が改造して楽しむことがで
きると考えている（図 6 ）．

図 6 　YUKIGESHIKI─雪景色─（作：川本 麻未）［ 8 ］
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4. おわりに
　Scratchとアナグリフによる立体視コンテンツ教育は，
半年間の実習で行えることがわかった．また，コンテン
ツについての説明などを作成する時間も取れることもわ
かった．なお，受講生のアナグリフの作画は，Scratch付
属のペイント機能ではなく使用経験のあるPhotoshopな
どを用いていた．

参考文献
［ 1 ］ 辻合秀一，“テキストベース・レイトレーシングソフ

トPOV-Rayによる立体視動画映像制作実習”，図学研
究，49.4（2015），23-27．

［ 2 ］ Scratch公式ホームページ，https://scratch.mit.edu，（参
照 2016-3-28）．

［ 3 ］ anaglyph scratch，https ://scratch .mit .edu/projects 
/10127956，（参照 2016-3-28）．

［ 4 ］ ダ ン ス ダ ン ス ア ナ グ リ フ，https://scratch.mit.edu/
projects/93920511/，（参照 2016-3-28）．

［ 5 ］ WHALE WATCHING ! !， https ://scratch .mit .edu/
projects/94068136/，（参照 2016-3-28）．

［ 6 ］ 記憶少女，https://scratch.mit.edu/projects/94366818/，
（参照 2016-3-28）．

［ 7 ］ 虫撃退，https://scratch.mit.edu/projects/90920883/，（参
照 2016-3-28）．

［ 8 ］ Untitled-5， https://scratch.mit.edu/projects/94888135/，
（参照 2016-3-28）．

［ 9 ］ も う た べ ら れ な い よ ～，https://scratch.mit.edu/
projects/87462159/，（参照 2016-3-28）．

2.6.   もうたべられないよ～─マウスの移動だけで簡単な
ゲームができる─

　頭上からの障害物を制限時間なしによけ続ける作品．
操作はマウスの移動のみで，さらにY軸方向にのみ限定
されている．移動範囲を限定することでより直感的に
ゲームを楽しめる．操作が簡単な分画面での動作が単調
になり，プレイ中に飽きてしまう可能性があるため，解
決策として障害物の出現パターンや向き，大きさなどの
要素をランダムにした．同じ理由からライフを 3 までに
設定し，「長い時間楽しむゲーム」ではなく「何度も楽
しめるゲーム」づくりを目指した．ゲームオーバー時に
スコアなどを表示しないのも，気軽で簡単にできるゲー
ムというコンセプトに基づいたものである（図 7 ）．

表 2 　図形情報処理実習 1 提出作品（2015年度）

タイトル カテゴリー アナグリフの場所

ダンスダンスアナグ
リフ

音を主体とするゲー
ムコンテンツ 　背景

WHALE
WATCHING !!

インタラクティブコ
ンテンツ 　キャラクタ

記憶少女 RPGコンテンツ 　背景

虫撃退 落ち物ゲームコンテ
ンツ 　キャラクタ

YUKIGESHIKI
─雪景色─ RPGコンテンツ 　背景

もうたべられないよ～ 落ち物ゲームコンテ
ンツ 　キャラクタ

図 7 　もうたべられないよ～（作：得能 理澄）［ 9 ］

3. まとめ
　 6 つの立体視コンテンツ作品は，表 2 のように分類で
き，アナグリフを埋め込む場所はキャラクタまたは背景
であった．なお，キャラクタと背景の両方にアナグリフ
を用いるものはなかった．コンテンツは，立体視に縛ら
れないカテゴリー構成となった．

●2016年12月 7 日受付
 
つじあい ひでかず
　昭和58年甲南大学理学部応用数学科卒業．昭和61年大阪府立大学大学
院総合科学研究科修士課程情報科学専攻修了．昭和62年近畿大学理工学
部第二部電気工学科助手．平成 5 年同大学生物理工学部電子システム情
報工学科講師．平成17年10月富山大学芸術文化学部芸術文化学科准教授．
博士（工学）．
　図形情報教育，画像処理を用いた応用技術の研究に従事．
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日本図学会2016年度秋季大会報告

2016年度秋季大会（東京）の報告

　2016年度秋季大会は，2016年11月26日（土）〜27
日（日）の 2 日間，首都大学東京の南大沢キャンパ
ス 6 号館を会場として開催された． 4 階の 2 教室を
口頭発表用に設定， 3 階の踊り場に受付とポスター
セッションを設定， 3 階の小教室には，デジタルモ
デリング研究会の作品展示室と休憩室を設定した．
　本大会の特徴は，口頭発表による発表の他に，ポ
スターセッションを設けた事である．ポスターセッ
ションは，口頭発表よりも，発表準備が軽くなる事
が期待出来，発表に対する敷居を低くし，学生によ
る発表を増やしたいという理由で設けられた．実際
に行われたポスターセッションでは，多くの学生に
参加していただき活発な討議が行われ，有意義に運
営出来たと思う．
　 2 日目の午後には，デジタルモデリング研究会が
開催された．今回の研究会では，作品展示のスペー
スも設けられた．

大会参加者

総数 79名

会員
賛助会員　 1 名
正会員　　47名
学生会員　 3 名

非会員
一般　 5 名
学生　23名

口頭発表数：23件
ポスターセッション発表数：18件
デジタルモデリング研究会：参加35名

　首都大学東京の南大沢キャンパスには，牧野標本
館が存在する．牧野標本館は，牧野富太郎博士が採
集された植物標本を中心に，藻類・コケ・シダ・裸
子・被子植物など約50万点の標本を所蔵している．
これらの標本は，学内の教育・研究に加えて，外来
研究者の標本閲覧や貸出等の要望にも対応するな
ど，国内外の研究者に広く活用されている．植物の
形態（形状）は，図として見ても大変興味深い種類
があり，そういった観点で牧野標本館の見学は図学
会としても意味があると考えた．そこで本大会で
は，大会 1 日目の午前中に，小さなエクスカーショ
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プログラム委員会

　委員長：茂木 龍太　 （首都大学東京）
　委　員：安藤 直見　 （法政大学）
　　　　　兼松 祥央　 （首都大学東京）
　　　　　椎名 久美子（大学入試センター）
　　　　　種田 元晴　 （東洋大学）

ンとして，牧野標本館を見学していただく事とし
た．牧野標本館の収蔵庫は，通常は閉じられており，
手続きを踏まないと入ることは出来ない．また，説
明員も常駐していないので，今回のエクスカーショ
ンでは，首都大学東京 理工学部 生命科学科の村上
哲明先生に解説していただいた．参加者数は23名で
あった．
　懇親会は，これまでの大会の懇親会の趣向とは異
なり，市中のお店（パパゲーノ南大沢）を貸し切り，
食べ放題，飲み放題とした．懇親会の中で行われた，
表彰式のためのステージが設定できないなど，不都
合もあったが，懇親会でお腹いっぱい食べる趣向
も，たまには良かったかも知れない．参加者数は50
名と盛況であった．　

大会スケジュール
11月26日（土） 
10：30〜17：00　受付
10：30〜11：30　エクスカーション
　　　　　　　　（ 6 号館 1 階ロビー集合）
11：30〜13：00　ポスター準備（各自貼り付け）
11：50〜13：00　（昼食）理事会
13：00〜14：20　学術講演（ 3 件／ 4 件）
14：20〜14：50　写真撮影＋休憩
14：50〜16：10　学術講演（ 4 件／ 3 件）
16：10〜16：30　休憩（ 3 階休憩室）
16：30〜18：00　ポスターセッション（ 3 階ロビー）
18：00〜18：30　移動時間
18：30〜20：30　懇親会（パパゲーノ南大沢）

11月27日（日） 
09：30〜10：30　受付
09：50〜11：30　学術講演（ 5 件／ 4 件）
11：30〜13：00　（昼食）
13：00〜16：00　デジタルモデリング研究会

実行委員会

　委員長：今間 俊博　 （首都大学東京）
　委　員：兼松 祥央　 （首都大学東京）
　　　　　串山 久美子（首都大学東京）
　　　　　土屋 真　　 （首都大学東京）

エクスカーションの様子
（牧野標本館／村上 哲明 先生による解説）

ポスターセッションの様子

懇親会の様子
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大会講演プログラム・セッション報告

【講演発表】
11月26日（土曜日）
セッション 1：CG・システム
� （第 1会場 6-401／13：00～14：00）
� 座長：安福�健祐（大阪大学）
1）対話的な寄せ絵の制作支援システム

　片野�絵理香・鶴田�直也・三上�浩司・
近藤�邦雄（東京工科大学）

2）枯れる植物のシミュレーション映像の制作
平川�友香・今間�俊博（首都大学東京）

3）少ない色数のカラーパレットによる画像生成手法
原�祐里子・鶴田�直也（東京工科大学）

渡邉�賢悟（渡辺電気）
伊藤�彰教・三上�浩司・近藤�邦雄（東京工科大学）

　 1）「寄せ絵」はだまし絵の一つで，人体や果物・野菜など
を寄せ集めて人型等の一つの物体を表現するものであり，本研
究は誰でも手軽に自分のイメージに近い寄せ絵を制作できる支
援システムを開発したものである．寄せ絵としての評価尺度に
ついては，あくまでのユーザの主観となるが，選択した領域に
マッチする候補画像が提示されるシステムとなっている．素
材，候補画像の閲覧性やマッピング技法，その他の支援機能に
ついて議論が行われた．
　 2）廃墟の魅力の一つといわれる「滅びの美学」をテーマに，
枯れていく植物から「美しさ」を感じさせるシミュレーション
手法の開発を行っているものである．複数のカメラで花が枯れ
ていく様子をタイムラプス撮影し， 3 D形状に復元した結果に
ついて再現性などの検証が行われている．回転撮影時の光源の
扱いなどの技術的課題から，廃墟と比較して，枯れた花の「美
しさ」は，枯れる過程にあるのか，枯れた状態にあるのか等の
議論が行われた．
　 3）入力された画像に対して， 5色という限られた色数で，
様々な印象の画像を出力し，ユーザが好みの画像を選択できる
シスステムを開発している．出力画像として，どういう結果が
得られれば良好なのかという前提条件に関する質問の他，輪郭
線の扱いや， 5色パレットの生成にカラー情報を使わず輝度の
みで行うことで，陰影の色がうまく再現されないのではないか
等の指摘があった．

（安福�健祐）

セッション 2：造形論・設計論
� （第 2会場 6―402／13：00～14：20）

座長：阿部�浩和（大阪大学）
4）『春日権現験記絵』構図分析（ 2）
　　─描かれた霞の表現から─

佐藤�紀子（女子美術大学）

5）映画に描かれたルネサンス建築
　　─芸術としての複製─

安藤�直見（法政大学）
6）越境するイメージ
　　─ル・コルビュジエのラ・トゥーレット修道院─

加藤�道夫（東京大学）
7）イメージとしての信仰
　　─アルド・ロッシと日本の宗教建築─

片桐�悠自（東京大学）

　 4）は「春日権現験記絵」に描かれた霞の特徴を把握する目
的で，彩色，形状，配置，目的の観点から調査を行い考察して
いる．霞は，画面構成上，形式的な表現を用いながらも，絵師
が，霞の絵画空間中の高さを意図的に変化させて表現している
こと，段によっては，画面の下に漂う霞の方が，絵画空間中の
位置が高く，画面上に漂う霞の方が，低くなっていることなど，
見えない形を絵に表現していく際の特徴が興味深く示された．
　 5）は映画に描かれた建築を題材に芸術としての建築がそれ
までの歴史をどのように参照し再生しているかの分析である．
ここではルネサンスおよびそれ以降の時代を描いた映画におい
て，登場するルネサンス時代の建築の形態とその空間の特質に
ついて詳細な考察が示された．
　 6）はル・コルビュジエ晩年の建築作品であるラ・トゥー
レット修道院に接続するさまざまなイメージに着目し，その起
源と展開について検討を行っている．それらは東方旅行でのイ
メージ，ピュリスム期に遡る幾何学立体イメージ，1920年代末
からの「マッチ箱」と「スヴァスティカ」のイメージ，インド
や日本での経験に起源を有するイメージであり，ここでは，
ヨーロッパだけでなく，外部に起源を持つイメージがそれぞれ
の時間的，空間的，文化的境界を越境して共生していること，
外部イメージと共生するアジア的世界観を内包することなどを
豊富な資料をもとに示された．
　 7）はイタリアの建築家アルド・ロッシの建築デザインにつ
いて「日本の都市に対する印象」，「市民生活と宗教建築におけ
る人間性」，「宗教建築との関係」からその宗教観を考察してい
る．ロッシは1984年の初めての来日以降，度々日本を訪れてお
り，特に伊勢神宮を始めとする宗教建築に興味を抱いていたこ
と，図と宗教が結びついた理念として日本の宗教建築に「イ
メージとしての信仰」を見出していたことなどが示された．

（阿部�浩和）

セッション 3：CG・表現
� （第 1会場 6-401／14：50～16：10）

座長：鈴木�広隆（神戸大学）
8）プロジェクションマッピング：「希望の船」

野田�美波子（筑波学院大学）
9）��限定的な空間を演出するプロジェクションマッピングの制作
　　─マッピングを使用したサラウンド空間の創出─
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　12）は，夏季に実施した 3 DCGモデリング・ソフトと 3 Dプ
リンタを使った小中学生向けの「指輪作成」講座について報告
した．参加者は，ソフトウェアからハードウェアにいたるまで
初めての体験であった．講座終了後，講座内容が，学習者の学
習意欲へつながる満足感を達成させたかを，ARCSモデルより
作成したアンケートを用いて調べた．その結果，興味や学習内
容の新規性についての質問では，約 9割の参加者は肯定的に回
答しており，参加者の学習に対するモチベーションを刺激でき
たという成果が得られた．
　13）は，明治から始まる日本の工業化に伴い，工業教育のた
めに大量生産された仏式や英式そして独式のコンパスの変遷に
ついて明らかにした．特に“爪かかり”部を中心として比較しな
がら，デザイン形状の違いについて述べた．製図用に限らず海
図用コンパスなどの事例も取り上げ，各国のコンパスの素材と
操作性についても言及した．
　14）は，大学におけるメディア教育の一環として実施した，
CGにおける「模写模刻」演習について報告した．コンピュー
タの操作が得意ではない受講学生らが，CGの論文誌から自ら
課題とする文献を決定し，CGのアルゴリズムを理解し検証を
試みた．その検証過程において，学生は，CGを再現するのに
とどまらず， 3 Dプリンタを用いて出力して表面形状を確認す
ることが出来た．また，作成したCGを用いて，素材の違いに
よる透明度の差について学ぶなど，学生の意欲的な学習成果が
示された．

（佐藤�紀子）

11月27日（日曜日）
セッション 5：空間認識

（第 1会場 6-401／ 9 ：50～11：30）
座長：竹之内�和樹（九州大学）

15）天文分野の学習指導に関する研究
　　─学習前MRTに基づくペア学習の効果─

岡田�大爾（広島国際大学）
松浦�拓也（広島大学）
林�武広（比治山大学）

龍岡�寛幸（広島大学附属東雲中学校）
16）�大学入学時における学生の空間認識力の経年変化（ 2）
　　─小学校における「ゆとり教育」による影響─

鈴木�賢次郎（東京大学／
（独）大学改革支援・学位授与機構�名誉教授）

17）��図形科学の履修カリキュラムの変更とMCTで測定される
空間認識力との関係

椎名�久美子（大学入試センター）
鈴木�賢次郎（東京大学／（独）大学改革支援・

学位授与機構�名誉教授）
18）�街路空間評価におけるディープラーニングの適用可能性

阿部�浩和・李�ロウン・安福�健佑（大阪大学）

鈴木�理紗・今間�俊博（首都大学東京）
10）��小児医療プレパレーションにおける映像プロジェクション
の活用

遠藤�潤一（金城学院大学）
11）��大規模可視化システムを用いた津波避難誘導灯の誘目性検
証実験

安福�健祐（大阪大学）
高嶋�彰・松井�俊成・武内�芳夫

（パナソニック株式会社）
秋月�有紀（富山大学），北後�明彦（神戸大学）

　 8）東日本大震災により全壊した神社の再建の竣工際におい
て投影されたプロジェクションマッピング作品の内容に関する
報告で，小学生が制作した版画を切り抜いてデジタル処理する
手法に特徴があるものである．投影する対象の形状を事前に把
握していたのかということや，投影範囲，凹凸の考慮の有無，
投影したプロジェクターの性能等について質問が行われた．
　 9）床を含めた閉鎖空間を対象とした臨場感の高いプロジェ
クションマッピングの作品の内容に関する発表で，アンケート
結果についても報告された．投影に用いられたプロジェクター
の台数，VR酔いに対する配慮，正面となる視点・視線方向の
設定の有無，それぞれの画像の統一感，同時再生の方法等につ
いて質問が行われた．
　10）恐怖心を和らげたり気を紛らわせたりすることを目的と
して，小児医療の場において投影されるプロジェクションマッ
ピングに関する報告で，作品のコンセプト，コンテンツの開発
手法，アンケートの評価結果等が紹介された．生理量の利用可
能性，アンケート結果の信頼性，鑑賞時間とアンケート結果の
関係，手術前後のアンケート結果の違い等について質問が行わ
れた．
　11）24台のディスプレイによる大規模可視化システムを用い
て津波避難誘導灯の誘目性を検討した研究に関する報告であ
り，呈示する画像の作成手法や被験者実験の手法，被験者実験
の結果等が紹介された．ノイズ的情報に対する考え方，個人差
の影響の有無，視力の影響の有無等について質問が行われた．

（鈴木�広隆）

セッション 4：教育・デザイン
（第 2会場 6-402／14：50～16：10）
座長：佐藤�紀子（女子美術大学）

12）��3 DCGモデラー・ソフトと 3 Dプリンタを使った小中学生
向けの「指輪作成」講座
プレイシー コジャボーン・山島一浩（筑波学院大学）

13）製図用コンパスのデザインの検討
　　─爪かかり部のデザイン─

大月�彩香・竹之内�和樹（九州大学）
14）CGにおける模写模刻教育（ 2）

辻合�秀一（富山大学）
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セッション 6：画像処理・形状処理
（第 2会場 6-402／ 9 ：50～11：10）
座長：鶴田直也（東京工科大学）

20）��特殊撮影におけるリアルとリアリティの関わりについての
研究（実物と映像が観客に与える感覚の違い）

張�琨・今間�俊博（首都大学東京）
21）折紙のCG用幾何モデルの生成手法

田中�慎一・遠藤�結城・金森�由博・三谷�純
（筑波大学）

22）��帯状三次元座標取得装置を用いた曲線折り形状の対話的な
生成インタフェースの開発

上村�紳一郎・遠藤�結城・金森�由博・三谷�純
（筑波大学）

23）放物線凸側を用いた追尾型採光装置の性能評価
鈴木�広隆（神戸大学）

　20）は，実写の映像が模型のようにみえるミニチュア効果お
よび，それとは逆に縮尺模型を撮影した映像が実写のようにみ
える錯視効果について，画角や被写界深度などのカメラパラ
メータと見え方の関係を報告した．質疑では，直線要素を含ま
ない車の形は建物の模型と比べて遠近がわかりにくいのでは，
といった質問や，壁紙として用いた背景の写真に対する評価と
模型に対する評価が混在しているという指摘があった．
　21）は，映像作品や広告での利用を目的とした折り紙のCG

表現に着目し，多角形の集合と隣接する面の「折り方」を入力
として，折り紙らしく見える簡易な 3 Dモデルを生成するシス
テムを提案した．内部構造を考慮しないため幾何的な制約に捉
われず，様々な形を作ることができる．質疑では，折り紙の擬
似的な表現がどこまで許容されるかという点の議論を中心に，
内部構造が影に与える影響や入力として用いる画像についての
質問があった．
　22）は，Shape�Tapeという三次元座標が取得できる帯状の装
置を用いて，曲線折り形状を生成する手法を提案した．形状生
成がリアルタイムに行える一方で，取得した点列から平面の折
れ線を抽出する際の離散化方法には課題があり，終端の形状が
崩れてしまう場合がある．質疑では，曲線の離散化方法の違い
と，それに関連して，形状がうまく生成できない原因について
の質問があった．
　23）は， 2つの放物線形ミラーを組み合わせることで，あら
ゆる太陽高度の条件下で一定以上の密度変化を実現できること
を明らかにした．太陽に追従して角度を変える第 1ミラーの大
きさと，その反射光を受け取る第 2ミラーの大きさと向きをパ
ラメータとして，幾何学的条件を基に性能評価を行っている．
質疑では， 2つのミラーの位置関係に関する議論がなされた．

（鶴田�直也）

19）�好みの長方形の縦横比に関する日本欧米比較研究
牟田�淳（東京工芸大学）

　15）では，学習指導法開発のために，ペア学習の効果を中学
3年生の天文分野学習の前後にMRTを行って調べている．学
習者の空間認識力をMRT得点で 3段階に分け，得点同位と高
─低のペアの 4通りで学習を行ったところ，高─低のペア学習
において低成績者のMRT成績の向上が最も顕著で，高成績者
も高─高のペアよりも成績が向上した．学習者の空間認識力を
把握し，適切な組合せで学習させる指導が有効との知見が得ら
れている．
　16）は，大学初年次生のMCTの成績から，「ゆとり教育」が
空間認識力に与える影響を分析している．東京大学では「ゆと
り教育」の実施による空間認識力の低下は見られなかったが，
他の大学では空間認識力低下を認める結果も得られた．あわせ
て大学初年次生の空間認識力の国際比較は，空間認識力育成に
高校までの図形科学関連教育が大きな影響を与えていることを
示した．
　17）では，カリキュラム変更による手描きの図法幾何学と
CAD／CGによる立体形状表現・形状処理との履修時期・順序
変更の影響を，履修者のMCT得点をもとに調べていて，今回
の調査の範囲では，MCTで測定される空間認識力に違いは見
られないと報告されている．本報告は，2015年度のカリキュラ
ム変更がもとになっていて，今後の継続的な調査が計画されて
いる．
　16），17）のような研究が可能であるのは，さまざま対象者
に対して成績が飽和せずに適切に分布する有効な調査問題が作
成・提供されていることと，長期に亘って定点観測を続けてい
ることによる．調査方法を開発・整備し，それを活用した継続
的な調査を行うことの重要性を改めて認識したい．
　18）は，ディープラーニングを用いて大阪 4地区の街路景観
の識別を試みた結果の報告である．街路を両側から建物が挟む
共通の構図で撮影した画像について，概ね優位水準 5 %で地区
の識別ができた．識別に関係する特徴を誤答画像から分析した
ところでは，街路の幅員を特徴量のひとつとして認識している
可能性がある．今後，天候の違いによる識別の差異をはじめと
して分析結果の検証を蓄積し，機械学習プロセスの可視化が進
められる．
　19）には，黄金比をはじめとした長方形の好みについて，大
規模な調査結果が整理されている．調査方法の違いで結果がゆ
らぐ「弱い好み」を対象とすることに配慮し，長方形の縦横比
を系統的に変えた一対比較で問題を構成した調査において，長
方形の好みは欧米では黄金比選択のピークの有無が混在する
「弱い好み」であることが確認され，日本では安定して正方形
が好まれる一方，被験者の集団による好みの違いも明確に認め
られた．

（竹之内�和樹）
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牧�龍之介・五関�亮一・安藤�直見（法政大学）
P14）コンテナ建築の可能性

水落�良・安藤�直見（法政大学）
P15）建築としてのガラスの箱の温熱環境

辻本�翔・星�龍志・安藤�直見（法政大学）
P16）ソファで使用するサイドテーブルのデザイン

金子�哲大（近畿大学）
P17）空間における境界の滲みを利用した作品制作

島川�知蓮・金子�哲大（近畿大学）
P18）大名を丘に
　　　─建築がつくりだす地上と地下の地表─

浪�小那都・金子�哲大（近畿大学）

【ポスター発表】
11月26日（土曜日）
ポスターセッション（ポスター会場 6-30c／16：30～18：00）

座長：茂木�龍太（首都大学東京）
P01）プロットにおける伏線制作支援手法の提案

橋都�純（東京工科大学）
兼松�祥央（首都大学東京）

近藤�邦雄・三上�浩司（東京工科大学）
P02）�キャラクターの感情表現を支援するツールの開発

米倉�悠高（東京工科大学）
茂木�龍太（首都大学東京）

三上�浩司・近藤�邦雄（東京工科大学）
P03）ロボットアニメにおける動作の特徴分析

山口�耀（東京工科大学）
茂木�龍太（首都大学東京）

三上�浩司・近藤�邦雄（東京工科大学）
P04）��体形と性格の関連性を生かしたキャラクターデザイン支

援手法
乾�陽一（東京工科大学）

茂木�龍太（首都大学東京）
三上�浩司・近藤�邦雄（東京工科大学）

P05）�デフォルメキャラクター制作支援システムの開発
佐藤�和貴（東京工科大学）
茂木�龍太（首都大学東京）

三上�浩司・近藤�邦雄（東京工科大学）
P06）��キャラクターの怒り要素分析に基づいた演出支援手法の

提案
関口�雅史（東京工科大学）
兼松�祥央（首都大学東京）

近藤�邦雄・三上�浩司（東京工科大学）
P07）��立体視を前提とした 3 DCGキャラクターアニメーション

の制作と研究
平山�慶吾（首都大学東京）

P08）ウォーターフロントの景観計画
矢野�敦士・安藤�直見（法政大学）

P09）�住宅の平面構成に関する研究
　　　─�暖房装置の違いから見る韓国と日本の集合住宅の間取

り─
金�孝中・安藤�直見（法政大学）

P10）人口が増加する街の構成に関する研究
市川�洸大・安藤�直見（法政大学）

P11）��ハイブリッド型スフェリコンの構造を用いた“見えない
環境”を触知するための遊具

村松�俊夫（山梨大学）
P12）都市の立体構成アルゴリズム

大西�悠太・安藤�直見（法政大学）
P13）都心大学に通う大学生の居住実態に関する研究
　　　─学生にとっての勉強机─
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【講演発表】

　概要：「寄せ絵」とは，ジュゼッペ・アンチンボルドの美術作
品でみられる手法で，動植物や道具，人を複数組み合わせて人型
など一つの物体を表現したものである．具象的な形を表現するた
め素材画像の配置を工夫する必要があり，このような表現技法を
再現することは難しい．そこで本研究では，線画を入力として，
素材画像の自動配置と対話的な修正によって，寄せ絵の制作を支
援するシステムを提案する．ユーザテストによって得られた作例
とその特徴について報告する． 
キーワード：CG／画像処理／寄せ絵 

枯れる植物のシミュレーション映像の制作
平川 友香　Tomoka HIRAKAWA 
今間 俊博　Komma TOSHIHIRO

　概要：本研究の目的は自由に花を枯らすことができるシミュ
レーションシステムを作ることである．植物が成長するシミュ
レーションに関する研究は多数あるが，植物が枯れるシミュレー
ションに関する研究少ない．本研究ではタイムラプスと三次元復
元を使用し，実際の花から得たデータをもとに制作を行ってい
る．枯れていく植物に注目したのは「ものが滅びていく」現象に
興味を持ったからである．枯れていくある種の植物には「美し
さ」を感じさせることができると考える．それは廃墟や古いもの
や儚いものに魅力を感じることに共通する．「ものが滅びていく」
現象に多くの人が美しさや興味を持つ原因の一つに「滅びの美
学」があげられる．よって「滅びの美学」について取り上げ調査
と考察を行うとともに，枯れる植物のシミュレーションシステム
を制作した． 
キーワード：画像処理／生長シミュレーション／三次元復元／タ
イムラプス 

少ない色数のカラーパレットによる 
画像生成手法
原 祐里子　Yuriko HARA 
鶴田 直也　Naoya TSURUTA 
渡邉 賢悟　Kengo WATANABE 
伊藤 彰教　Akinori ITO 
三上 浩司　Koji MIKAMI 
近藤 邦雄　Kunio KONDO 

　概要：ソーシャルネットワーク上で，指定されたパレットの色
のみで絵を描くというチャレンジが広まっている．使用する色数
は 5色程度だが，色と割り当てる領域の組み合わせは多く，また，

対話的な寄せ絵の制作支援システム
片野 絵理香　Erika KATANO 
鶴田 直也　Naoya TSURUTA 
三上 浩司　Koji MIKAMI 
近藤 邦雄　Kunio KONDO

日本図学会
2016年度秋季大会
研究発表
要旨
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第 2にピュリスム期に遡るイメージ，具体的には幾何学立体イ
メージ．第 3に1920年代末から1930年代にかけてのイメージ，具
体的には〈マッチ箱〉のモチーフと卍（スヴァスティカ）．第 4
に第 2次世界大戦後におけるイメージ，具体的には『直角の詩』
やインドや日本での経験に起源を有するイメージである．その結
果，《ラ・トゥーレット修道院》では，ヨーロッパだけでなく，
外部に起源を持つイメージがそれぞれの時間的，空間的，文化的
境界を越境して共生している，さらにいえば，外部イメージと共
生するアジア的世界観を内包することが明らかになった． 
キーワード：設計論／ル・コルビュジエ／ラ・トゥーレット修道
院／卍（スヴァスティカ） 

イメージとしての信仰 
─アルド・ロッシと日本の宗教建築─
片桐 悠自　Yuji KATAGIRI 

　概要：イタリア建築家アルド・ロッシ（1931-1997），東京，大
阪，奈良，名古屋，岐阜，福岡にわたって建築作品を残し，1997
年突然事故死まで，深く日本と関わっていた．彼は1984年の初め
ての来日以降，度々日本を訪れており，特に伊勢神宮を始めとす
る宗教建築に興味を抱いていた．
　本論文は，日本と関わりを通じたロッシの建築デザインにおけ
る宗教観を考察する．具体的な対象は 3つに分けられる．まず，
日本の都市に対する印象である．次に，市民生活と宗教建築にお
ける「人間性」について考察する．最後に宗教建築との関係であ
る．結果として，図と宗教が結びついた理念として，日本の宗教
建築に〈イメージとしての信仰〉を見出していたことが明らか
になった．ロッシのデザインにおける宗教観に，多神教的な側
面があり，そのことは彼自身の語る「建築の生命［la vita 
dell’architettura］」という理念にあらわれていたと結論づけられる． 
キーワード：設計論／建築／デザイン／イメージ／ドローイング 

プロジェクションマッピング：「希望の船」
野田 美波子　Minako NODA

 

　概要：2011年 3 月に発生した東日本大震災により全壊した宮城
県石巻市雄勝町葉山神社は，2015年 9 月に再建が完了した．本作
品「希望の船」は同年， 9月20日に行われた竣工祭において再建
された本殿にプロジェクションマッピング上映し，奉納するため
に制作された．
　本作は2012年に雄勝小学校の 5年生 9名が震災によるPTSDを
克服するために制作した版画，『希望の船』を元に制作したCG映
像であり，未来に向かって進んで行く，震災を忘れない，という
メッセージが込められている． 
キーワード：CG／アニメーション／プロジェクションマッピン
グ 

パレットの色彩調和が取れているかの判断が難しい．そこで本研
究では限られた色数での画像生成システムを提案する．塗り分け
が容易なベタ塗りの画像を入力として，輝度値のヒストグラムに
基づき画像の領域分割を行い，パレットを用いた彩色結果を複数
生成し，カラーイメージスケールを元に分類したものを出力す
る． 
キーワード：CG／画像処理／カラーパレット／カラーイメージ
スケール／彩色支援 

《春日権現験記絵》構図分析（ 2 ）
─描かれた霞の表現から─
佐藤 紀子　Noriko SATO 

　概要：鎌倉時代の絵巻表現において，霞は形式的な表現がなさ
れているといわれる．絵巻の霞は，ストーリーが展開するうえで
幾つかの機能的な役割を持ち，象徴的に何かを暗示する役割もあ
る．しかし，霞は形のあるモチーフではないため，時代の流行り
や描き手の違いにより表現方法に幅がある．それらの霞が画面の
上下部分へ構成された構図は，絵巻の画面にはよく用いられる．
《春日権現験記絵》の場合，霞の描かれている段数は，全体の 9
割以上を占める．描かれた霞の特徴を把握する目的で，彩色，形
状，配置，目的の観点から調査を行い考察した．霞は，画面上の
構成される位置が同じでも，絵画空間中での高低，遠近を表して
おり，そこに技術的に細やかな規則が用いられているように伺え
た．見えない形を絵に表現していく際の特徴がみえてくる． 
キーワード：造形論／絵巻／霞 

映画に描かれたルネサンス建築 
─芸術としての複製─
安藤 直見　Naomi ANDO

　概要：映画には，作品としての表現の一部として，あるいは背
景として，建築や都市などの空間が描かれる．本論は，ルネサン
スおよびそれ以降の時代を描いた映画において，芸術としての建
築がそれまでの歴史をどのように参照し再生しているかを考察す
る．そのことを通じて，ルネサンス時代の建築の形態とその空間
の特質について述べる． 
キーワード：形態構成／映画／ルネサンス／ブルネレスキ／ブラ
マンテ／ミケランジェロ 

越境するイメージ―ル・コルビュジエの 
ラ・トゥーレット修道院
加藤 道夫　Michio KATO 

　概要：本研究では，ル・コルビュジエの《ラ・トゥーレット修
道院》へと接続するさまざまなイメージに着目し，その起源と展
開について検討を行った．第 1に形成期における東方旅行でのイ
メージ，具体的にはエマの修道院，アテネのアクロポリスなど．
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シュを設けない誘導灯はより誘目性が低下し，光束800lxのフ
ラッシュによる高い誘導効果と誘目性が明らかになった．また，
路面照度の高い経路は選択されやすいが，外乱光によって誘導灯
が目立ちにくくなるため，誘目性は低下する傾向がみられた． 
キーワード：CG／誘目性／誘導灯／夜間津波避難 

3 DCGモデラー・ソフトと 3 Dプリンタを
使った小中学生向けの「指輪作成」講座 
プレイシー コジャボーン　Plueaisri KOOGHAPORN 
山島 一浩　Kazuhiro YAMASHIMA 

　概要：夏休みの子供向けの行事として， 3 DCGモデリング・
ソフトと 3 Dプリンタを使った小中学生向けの「指輪作成」講座
を計画し，その内容と結果について発表する． 3 DCGモデリン
グ・ソフトは，全員が操作可能なものであること，後で家等にお
いて再利用を想定して，ブラウザ上で操作できるAutodesk社が公
開したWebGLベースの簡易 3 DCGモデラー“Project Shapeshifter”
を利用した．その他， 3 Dプリンタには，Stratasys社のuPrint SE

を使用した．全員がソフトウェアからハードウェアにいたるまで
初めての体験であった．
キーワード：図学教育／ CAD・CADD／ 3 Dプリンタ 

　概要：円や円弧を描くことや長さを移すなどに利用されるコン
パスの歴史は古代にさかのぼる．そのデザインは，機能だけに
絞ったシンプルなものから装飾された工芸的なものまで様々であ
る．様式としてイタリア，フランス，イギリスそしてドイツが挙
げられるだろう．特に明治から始まる日本における工業化に伴い
工業教育のために大量に生産された仏式や英式そして独式につい
てのデザインを参考に，現代の図学や製図の授業に最適なコンパ
スのデザインについて検討する．
キーワード：図学史／製図器械／コンパス／デザイン 

CGにおける模写模刻教育（ 2 ）
辻合 秀一　Hidekazu TSUJIAII 

　概要：造形芸術の演習で，絵画が模写，彫刻が模刻を打ち出し
てきた．メディア教育担当の辻合は，CGにおける「模写模刻」
に対応する内容を打ち出した．それは，CGの論文誌をベースに
行うものであった．2015年前期に行った上記の演習報告後の，
2016年前期の演習報告を行う．
キーワード：造形教育／模写／模刻／CG

製図用コンパスのデザインの検討 
─爪かかり部のデザイン─ 
大月 彩香　Ayaka OHTSUKI 
竹之内 和樹　Kazuki TAKENOUCHI 

　概要：日本で行われるプロジェクションマッピング（以下，
PM）は基本的に巨大な建築物一面に映像を投影する方法が主流
である．今回研究では，「閉鎖空間の中において，床も含めた前
後左右の壁に映像を投影する」というサラウンドな映像空間を目
指した形式を採用することにより，今まで制作されて来たタイプ
のPMとは異なった，より臨場感の高い作品を構築・実施する可
能性に挑戦した．一般的にPMは，様々な技術的な知識や経験が
必要となり，その実施には，敷居が高い．しかし今回の研究制作
を通じて，今までになかった，新しい表現のPM作品を制作する
事により，これまで．PMについて知識がなかった人達にも，興
味を持ってもらいたい．
キーワード：CG／プロジェクションマッピング／サラウンドな
PM空間／実証実験 

小児医療プレパレーションにおける 
映像プロジェクションの活用
遠藤 潤一　Junichi ENDO

　概要：小児医療において，子どもは治療行為にたいする技術的
な理解が難しい上に，自分の意見や感情を言葉で正確に表現する
ことができないため，プレパレーションは非常に重要である．今
回は手術室の入り口を対象に，手術室見学時に恐怖心を和らげた
り，手術直前の子どもの気を紛らわせたりするための映像を投影
した．映像を投影することで手術室の無機質感の軽減，イメージ
改善を図っている．あいち小児保健医療総合センターとの共同研
究成果を報告する．
キーワード：CG／プレパレーション／プロジェクション 

大規模可視化システムを用いた津波避難誘導
灯の誘目性検証実験
安福 健祐　Kensuke YASUFUKU 
高嶋 彰　Akira TAKASHIMA 
松井 俊成　Toshinari MATSUI 
武内 芳夫　Yoshio TAKEUCHI 
秋月 有紀　Yuki AKIZUKI 
北後 明彦　Akihiko HOKUGO 

 

　概要：夜間の津波発生時に避難場所までの円滑な誘導を支援す
る誘導灯を設計するため，大規模可視化システム上でCG画像に
よる複数の条件の誘導灯を表示する主観評価実験を行った．14パ
ターンの誘導灯を評価した結果，その誘導効果は，表示面の大き
さ，フラッシュの有無，外乱光による路面照度が影響し，誘目性
と誘導効果の傾向はほぼ一致することを示した．ただし，フラッ

限定的な空間を演出するプロジェクション 
マッピングの制作
─マッピングを使用したサラウンド空間の創出─
鈴木 理紗　Risa SUZUKI

今間 俊博　Toshihiro KOMMA
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更によって図形科学教育による空間認識力の育成に変化が生じた
かどうかを，図法幾何学の講義の前後に切断面実形視テスト
（Mental Cutting Test：MCT）を実施して分析した．図法幾何学の
講義の前後のMCT得点の平均点に有意差が認められたり，MCT

得点と期末試験得点に0.3程度の相関が認められたりする点は，
変更前と同じ傾向である．ただし，今回の調査人数は少ないので，
今後，継続的な調査が必要である．
キーワード：空間認識／図学教育／切断面実形視テスト（MCT）

街路空間評価におけるディープラーニングの
適用可能性
阿部 浩和　Hirokazu ABE

李 ロウン　Lowoon LEE

安福 健佑　Kensuke YASUFUKU

　概要：これまで都市空間において地域計画や街並景観を検討す
る上で，その地区における街路の特徴を客観的に評価する必要か
ら街路形態の位相的深度の分析による研究や街路景観の画像分析
による研究などが行われてきた．本論では新たな街路景観の評価
手法開発の第 1段階としてディープ・ラーニングを利用した街路
景観の識別可能性を検討する．
キーワード：設計論／空間認識／画像処理 

　概要：人々がどのような縦横比の長方形を好むかを日本並びに
欧米において各々参加者千人程度とした調査を行った．縦横比
1，1.2，1.41，1.62，1.8， 2 の 6 種類の長方形から好みの長方形
を調査した．縦横比の重要性を判定する為， 6種類の縦横比の長
方形に対して長方形の向きが鉛直及び水平の 2通り，長方形の面
積が一定及び長方形の短辺が一定の 2通り，合計 4通りの場合に
ついて好みの長方形を各々調べた．その結果欧米では好みの長方
形が有意に黄金比矩形である場合とそうでない場合が得られた．
日本では有意に縦横比 2の長方形が正方形より好まれる地域が
あったが，日本全体で見ると 4通り全ての場合に於いて正方形が
有意に好まれる結果が得られた．
キーワード：造形論／黄金比／国際比較／縦横比率 

　概要：本研究は，VFX効果が起きる要因を明らかにすることを
目的としている．現実に存在する風景を写した場合に，ミニチュ

好みの長方形の縦横比に関する日本欧米比較
研究
牟田 淳　Atsushi MUTA

特殊撮影におけるリアルとリアリティの関わ
りについての研究
─実物と映像が観客に与える感覚の違い─
張 コン　Kun ZHANG

今間 俊博　Toshihiro KOMMA

　概要：学習者の空間認識能力を学習前に把握し，高い者と低い
者のペア（①）で学習させる指導法を開発した．その効果を検証
するため，中学 3年生 2クラスで未知の惑星（金星）の正体を探
る学習を行い，高い者同士（②），低い者同士（③），中位の者同
士（④）のペアと比較した．その結果，次のことが判明した．1．
①〉③〉④〉②のペアの順に学習前後の心的回転得点の伸びが大
きかった． 2． 4つのペアの中で，①の対話が最も深く，①の低
い者の心的回転得点の伸びが最も著しかった． 3．①のペアの空
間認識能力の高い者は，②のペアの高い者より心的回転得点の伸
びが大きかった．これらのことから学習者の空間認識能力を学習
前に把握し，高い者と低い者のペアで学習させる指導法は有効と
考えられる． 
キーワード：空間認識／中学／惑星／モデル／学習指導法／心的
回転／ペア学習 

大学入学時における学生の空間認識力の経年
変化（ 2 ）
─小学校における「ゆとり教育」による影響─
鈴木 賢次郎　Kenjiro SUZUKI

　概要：本報では，前報（大学入学時における学生の空間認識力
の経年変化─学習指導要領改訂による影響─）に引き続き，東京
大学初年次生を対象にMCT調査を実施し，高校までの「ゆとり
教育」の実施により，図学関連項目の学習定着度は低下するもの
の，空間認識力の低下は見られないことを示した．一方，前報で
述べたように，日本大学における調査では「ゆとり教育」の実施
により，空間認識力の低下傾向が認められ，また，大学初年次生
の空間認識力の国際比較は，高校までの図形科学関連教育が空間
認識力の育成に重要な影響を及ぼしていることを示している． 
キーワード：空間認識／図学教育／算数・数学教育

 

　概要：東京大学では，手描きによる図法幾何学を学んだ後で，
CAD／CGソフトを用いた実習を通して立体形状の表現を学ぶと
いう「図形科学」の履修カリキュラムが長く続いていたが，2015
年度入学生から，CAD／CGソフトによる実習の後で手描きの図
法幾何学を学ぶカリキュラムに変更された．本研究では，この変

天文分野の学習指導に関する研究
─学習前MRTに基づくペア学習の効果─
岡田 大爾　Daiji OKADA

松浦 拓也　Takuya MATSUURA

林 武広　Takehiro HAYASHI 
龍岡 寛幸　Hiroyuki TATSUOKA 

図形科学の履修カリキュラムの変更とMCTで
測定される空間認識力との関係
椎名 久美子　Kumiko SHIINA 
鈴木 賢次郎　Kenjiro SUZUKI
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ディスプレイに表示したりファイルに保存できる．今後の課題と
して，ShapeTapeを用いて平面曲線を入力する手法を開発し，平
面曲線を入力とした曲線折り形状生成インタフェースも開発する
予定である．
キーワード：形状処理／折り紙／剛体折り／可展面

　概要：著者らは，放物線凸側を用いることで密度無限大となる
位置なしで直射日光の密度をコントロールする原理を既報におい
て提案している．本報では，その原理を用いて追尾型採光装置を
製作した場合の採光性能の可能性について，幾何学的な条件に基
づく検討を行った．
キーワード：空間幾何学／放物線／採光装置 

【ポスター発表】

　概要：本研究では，物語を作成する際に組み込まれる伏線を扱
う．執筆者が思い描いた伏線を敷けるよう，アイデアの拡張を支
援することが目的である．既存作品の分析結果をまとめ執筆者が
検索，登録を行うことが出来るライブラリ「伏線スクラップブッ
ク」を作成した．また，様々な伏線の構造を既存作品より解析す
ることで伏線のパターンを検出し，それらの結果を元に伏線の制
作支援シミュレーションシステムの提案をした．
キーワード：CG／伏線／シナリオ／支援／執筆 

　概要：本研究では，エフェクトを含めたキャラクターの感情表
現シミュレーションシステムを開発し，制作を支援することを目
的とする．既存のアニメ作品からキャラクターの感情表現に用い
るエフェクトを抽出し，それぞれのエフェクトの分類を行う．そ
の結果をもとにキャラクターの感情を表情・エフェクトの組み合
わせで表現するためのシミュレーションシステムを作成する．制
作者がキャラクターの感情を表現する場面において，このシミュ
レーションシステムを使い表情・エフェクトの組み合わせを試行
することで，表現方法の模索を効率化することを目的とする．

放物線凸側を用いた追尾型採光装置の性能評価
鈴木 広隆　Hirotaka SUZUKI

プロットにおける伏線制作支援手法の提案
橋都 純　Jun HASHIDUME 
兼松 祥央　Yoshihisa KANEMATSU 
近藤 邦雄　Kunio KONDO 
三上 浩司　Koji MIKAMI 

キャラクターの感情表現を支援するツールの
開発
米倉 悠高　Yutaka YONEKURA 
茂木 龍太　Ryuta MOTEGI 
三上 浩司　Koji MIKAMI 
近藤 邦雄　Kunio KONDO

アのように見える効果をミニチュア効果呼ぶ．ミニチュア効果が
起きる要因は，いくつかの論文で検証されている．一方，特殊撮
影を使った映像の中では，縮尺模型を写したのに実在する現物を
写したように見える作品がある．本論文ではこうした効果を
「VFX効果」と呼ぶこととする．この効果の起きる要因に対して
は，学術的研究がほとんどない．VFX効果とミニチュア効果の関
係は，人間の視覚において，大きさに関する錯視が起こったこと
を示している．本研究では，実物と感覚の違が起きる事象は，総
称して錯視化と呼ぶ事にする．錯視化が起きる要因は，数多い論
文でも検証されている．そこで本研究では，ミニチュア効果と錯
視現象の関係性を，先行研究を参考して考察し，それを元にして，
先行研究の少ないVFX効果において，起きる要因を考察する．
キーワード：画像処理／ミニチュア効果／錯視／特殊撮影 

　概要：折紙のように薄い素材が多層に折り重なってできる形状
を忠実に再現した幾何モデルを作成することは容易ではない．し
かしながら，CG制作に用いるための幾何モデルであれば，外見
に影響を及ぼさない折紙内部の構造まで正確に再現する必要はな
い．そこで本研究では，表裏対称な折紙の多くはその概観が平面
多角形の集合で表現できると仮定し，その見かけの形状を容易に
作成できる手法を提案する．提案システムでは，折紙の写真の上
にユーザが多角形の面と折り方を表す記号を配置することで 
3 Dモデルを作成できる．この手法によって，CG制作用の折り
紙の 3 Dモデルを短時間で作成できた．
キーワード：CG／折紙／形状モデリング 

　概要：曲線折り形状とは紙などの平面状のものを曲線の折り線
で折った形状であり，立体的な形状を生成しやすい特徴を持って
いる．しかし，曲線折り形状の設計は平面曲線を入力としたとき
の生成過程が確立していないという理由で容易ではない．そこで
本件では，ShapeTapeという帯状三次元座標取得装置を用いて曲
線折り形状を直感的かつ対話的に生成するインタフェースを開発
した．本研究の提案手法では，まずShapeTapeで一列に連なった
三次元の座標列を計算機に入力する．その折れ線が，折り畳んだ
時の折り線となるような曲線折り構造を生成し，それを計算機の

折紙の CG 用幾何モデルの生成手法 
田中 慎一 Shinichi TANAKA 
遠藤 結城 Yuki ENDO 
金森 由博 Yoshihiro KANAMORI 
三谷 純 Jun MITANI 

帯状三次元座標取得装置用いた曲線折り形状
の対話的な生成インタフェースの開発
上村　紳一郎　Shinichiro KAMIMURA

遠藤　結城　Yuki ENDO

金森　由博　Yoshihiro KANAMORI

三谷　純　Jun MITANI
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　概要：本研究は，デフォルメキャラクターを制作するためのデ
フォルメ支援システムを開発することを目的とする．デフォルメ
キャラクターは 2 ~ 3 頭身の人型をしたキャラクターを対象とす
る．本研究では，既存のデフォルメキャラクターの画像から頭や
胴体などの部位をパターンに分けて，分類する．それをもとに
3 Dでパーツを制作した．そのパーツを組み替え，サイズを調整
することでデフォルメキャラクターを制作するシミュレーション
システムを提案した．
キーワード：形状処理／頭身／キャラクター／デフォルメ 

　概要：映像作品においてキャラクターの感情を演出することは
重要である．特にディレクターは企画書・設定資料・シナリオな
どに沿って自ら演出を考えなければいけないため，作品に登場す
るキャラクターの感情を演出することは重要であるといえる．本
研究では既存映画作品の怒り要素を分析することにより，映像制
作をする上でのキャラクターの怒り要素分析に基づいた演出支援
手法を提案する．
キーワード：CG／シナリオ／演出／ライティング／カメラワー
ク／感情表現

　概要：本研究は，既存の立体視手法を活用し，複数のスクリー
ンを使用した新しい形態の立体表現を実現することを目指すもの
である．現在の立体表現として使用されている，ホログラムや，
レンチキュラー，fVisiOn，BIRTHDAYを先行事例として取り上
げた．これらの立体表現の特徴として，ある一定の角度から外れ
てしまうと見辛くなってしまうものや，どの角度からみても立体
にみえるが全体の立体感が薄れるものなど少なからず課題を抱え
ている．その課題を克服した，新しい立体表現の実現を目標とす
るための，方法論を開発するためにディライトスクリーンを複数

デフォルメキャラクターの制作支援システム
の開発
佐藤 和貴　Kazuki SATO 
茂木 龍太　Ryuta MOTEGI 
三上 浩司　Koji MIKAMI 
近藤 邦雄　Kunio KONDO

キャラクターの怒り要素分析に基づいた演出
支援手法の提案
関口 雅史　Masashi SEKIGUCHI

兼松 祥央　Yoshihisa KANEMATSU

三上 浩司　Koji MIKAMI

近藤 邦雄　Kunio KONDO

立体視を前提としたキャラクターアニメー
ションの制作と研究
平山 慶吾　Keigo HIRAYAMA

今間 俊朗　Toshiro KOMMA

キーワード：形態構成／キャラクター／感情／エフェクト 

　概要： ロボットアニメを制作する 3 DCGアニメーターは
3 DCGでモデリングしたロボットにモーションキャプチャーな
ど人間の動きをそのまま適応するのではなく，どのような動きを
すればロボットらしい魅力的な動きなのかを考えながらアニメー
ションを制作しなければならない．また，制作会社の特色やロ
ボットの構造の違いにより全体の動きに差異が生じる．しかし，
「歩く」「走る」「ジャンプする」「着地する」など基本的動作には，
ロボットの動きに見える共通の特徴があると考える．本研究で
は，ロボットとしての動きの特徴を調査及び分析を行うことによ
り，ロボットの動きを制作する参考資料となるスクラップブック
制作及び，共通する動作を当てはめることができるシステム開発
の 2つを目的とする．
キーワード：CG／ロボット／動作／アニメーション 

　概要：映像コンテンツの需要の高まりと共に，イラストによる
コミュニケーションツールが多様化している．そのため，多様化
したコンテンツの中で，特徴あるキャラクターの制作が求められ
ている．しかし，キャラクターを制作する際に設定情報を外見に
反映させることは難しく，個人の才能または経験に大きく依存す
ると考える．また，特徴あるキャラクターを効率的に制作できる
環境には到達していないのが現状である．
　本研究の目的は，既存キャラクターの画像データを収集，外見
や性格の特徴ごとに分類分けを行うことにより，人間キャラク
ターの外見情報と性格の関連性を明らかにし，特徴あるキャラク
ターの制作を支援するディジタルスクラップブックを開発するこ
とを目的とする．
キーワード：CG／キャラクターデザイン／映像コンテンツ

ロボットアニメにおける動作の特徴分析
山口 耀　Hikaru YAMAGUCHI 
茂木 龍太　Ryuta MOTEGI

三上 浩司　Koji MIKAMI  
近藤 邦雄　Kunio KONDO

体形と性格の関連性を生かしたキャラクター
デザイン支援手法
乾 陽一　Youichi INUI 
茂木 龍太　Ryuta MOTEGI 
三上 浩司　Koji MIKAMI 
近藤 邦雄　Kunio KONDO
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日本図学会2016年度秋季大会報告

　概要：「スフェリコン（Sphericon）」は，正方形の「対角線を
軸に設定した回転体」を軸に沿って半分に切断し，90度ずらして
接合した「等高重心立体」である．この形態は，種々の抵抗がな
ければ平面上をどこまでも転がっていく．
　今回，スフェリコンのもととなる「対角線を軸に設定した回転
体」と「向き合う 2辺の中点を軸に設定した回転体（すなわち円
筒形）」，それぞれ1／2ずつ融合させた「ハイブリッド型偶数ス
フェリコン」を想定し，環境を触知するための往復運動可能なオ
ブジェを制作した．
キーワード：造形論／形態構成／キネティックアート

　概要：本研究は，現在の日本における都市計画の法則性を探る
ものであり，高さを持った建物の集合としての都市の立体構成に
着目し，都市の立体構成を用途地域や建築面積などの観点から定
量的に分析する．それらの数値からなるアルゴリズムによって，
都市の簡略モデルを 3 Dモデリングやプログラミングを用いて自
動生成することを試みる．
キーワード：形態構成／アルゴリズム／ 3 Dモデリング

　概要：都心にある大学生の現代の居住形態，勉強形態を調査し
た．アンケート調査を行い，そのデータを基にし，一人暮らしと
家族と同居している学生とではどのような差異があるのかを検証
し，その中で，自室と勉強机の使用形態に着目した．自室と勉強
机の使用形態の歴史の変遷をふまえ，現代の学生たちの使用形態
の実態を調査した．
キーワード：形態構成／自室／勉強机

　概要：東京23区では，住宅密集地帯が至る所に存在し，多くの

「Geometric Dharma Doll HS」
─ハイブリッド偶数スフェリコンの構造を用
いた環境を触知するためのオブジェ─
村松 俊夫　Toshio MURAMATSU

都市の立体構成アルゴリズム
大西 悠太　Yuta ONISHI

安藤 直見　Naomi ANDO

都心大学に通う大学生の居住実態調査に 
関する研究
─学生にとっての勉強机─
牧 龍之介　Ryunosuke MAKI

五関 亮一　Ryoichi GOSEKI

安藤 直見　Naomi ANDO

コンテナ建築の可能性
水落 良　Ryo MIZUOCHI 
安藤 直見　Naomi ANDO

枚用いた，新しい形式の立体表現について実験と考察を行う．
キーワード：CG／立体視／多方向視点／複数スクリーン

　概要：今日，商業施設や観光スポットで賑わいを見せている
ウォーターフロントと呼ばれる海沿いの都市は，美しい景観が形
成されている場所が多い．そこで，それぞれの都市についてどの
ような計画によって景観が構成されているのかを調査し，最終的
にウォーターフロントではどのような景観計画が好ましいのかを
研究していく．
キーワード：設計論／ウォーターフロント／景観／都市計画

　概要：韓国と日本は地理的に近い国であり，歴史的にも文化的
にも密接している．そのため，似ているところも多いが，似てな
いところも多くある．本論では，韓国と日本の住宅の間取りや暖
房装置の違いに注目する．韓国には一般的に普及されている暖房
装置が日本では韓国のように普及されてないことに着目して，暖
房装置の違いから見た韓国と日本の集合住宅の間取りに関して研
究をしていく．暖房装置の有無が集合住宅の間取りに影響を与え
たのか，それとも与えてないのかに関して検証する．
キーワード：設計論／平面構成／間取り／暖房装置／集合住宅

　概要：今年総務省より，日本の人口が1920年からの国勢調査史
上初めて減少傾向に転化したという発表があった．この発表を受
けて，あらゆる街の人口は減少しているととらえる方もいるかと
思う．しかし都内二十三区の人口動向を見てみると，どの区もす
べて増加傾向にある．そこで一日の平均駅乗車数に着目し，そこ
から人口が著しく増加傾向にある街を特定した．その中で，葛飾
区内にある金町は著しい変化を遂げていた．本研究はその金町と
いう街で，どのような要因が作用し，どのような街の構成を形成
しているかの分析を目的とする．
キーワード：形態構成／街／人口／ JR東日本／駅乗車数／金町
駅

ウォーターフロントの景観計画
矢野 敦士　Atsushi YANO

安藤 直見　Naomi ANDO

住宅の平面構成に関する研究 
─暖房装置の違いから見る韓国と日本の集合
住宅の間取り─
金 孝中　Hyojoong KIM

安藤 直見　NaomiANDO

人口が増加する街の構成に関する研究
市川 洸大　Kodai ICHIKAWA

安藤 直見　Naomi ANDO
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日本図学会2016年度秋季大会報告

キーワード：設計論／空間／物体／境界／滲み

　概要：本稿は，2016年度日本図学会春季大会で発表した「大名
を丘に」において，課題として浮上した丘陵の建築化に関する新
たなケーススタディである．前回発表の「大名を丘に」は福岡市
中央区大名エリア全体の再開発として，丘陵地化するプロジェク
トである．街を歩いているときの建物が切り取る凸凹のスカイラ
インへ違和感を感じ，滑らかな曲面できりとりたい欲求から，エ
リア全体を丘にするというアイデアが生まれた．既存の建築物の
築年数が50年を迎えたものから建て替えるルールを設定し，築年
数の色分けをした図に画像処理を施し，等高線を作成し，等高線
により出来た丘陵を建築のボリュームに置き換えた．しかし，建
て替え当初の部分において有効高さが確保できず建築として成り
立たない箇所が存在することが課題として残った．本稿の設計案
では，前案の課題をふまえ，エリア全体の丘陵が完成する50年後
を想定し，丘陵から下に建築ボリュームを発生させた．
キーワード：設計論／都市／建築／地表／丘陵地／地下

大名を丘に 
─建築がつくりだす地上と地下の地表─
浪 小那都　Konatsu NAMI 
金子 哲大　Tetsuo KANEKO

家々が密集して建っている．その多くは極小な土地に建設され，
建物間は人がやっと通れるほどせまい場所も存在する．一方，接
道条件などの問題から，狭い土地が活用される事なく余ってい
る．本論はコンテナを住宅として使用し，住宅密集地帯における
問題の解決策を提案する．
キーワード：造形論／コンテナウス／最小限住宅

　概要：多くの建築物はガラスが用いられている．ところが，ガ
ラスは断熱性が優れている素材ではなく温熱環境に問題を生じる
要因となる事がある．本研究ではガラスが多用された建築を対象
に，温熱環境のシミュレーションと実測を行う．その過程でガラ
スの面積が極端に大きな「ガラスの箱」とみなされる建築物の温
熱環境に対して，その問題点や改善策を検証していく．
キーワード：設計論／ガラス／温熱環境／シミュレーション 

　概要：近畿大学産業理工学部図書館AVコーナーに設置される
ソファで使うためのサイドテーブルである．同図書館は，図書館
としての利用だけではなく様々なイベント会場として利用される
スペースである．良質な木の無垢材で作ったサイドテーブルは，
ソファで使用するだけではなく，室内の入隅でのコーナーテーブ
ルや 4つ集めれば直径700のラウンドテーブルにもなる，多様な
使用に永く対応できるデザインとした．
キーワード：設計論／家具／木材

　概要：本研究は，空間における物体の物理的な性質を超えた認
識を肯定し，様々な変化や意味の発生を物体の境界の滲みと捉え
ることよって，新しい造形に活かすことを目的としている．本作
品は，家具・インテリアデザインの領域を視野に入れながら，形
態と環境の関係を具体的な素材を扱うことによってその緒をつか
むためのスタディのために制作した．厚さ 4 mmの透明中空ポリ
カーボネート板を積層させた 5つのモデルでは，板のリブのパ
ターンによる積層により物体の存在感の差異を確認した．さらに
板の中空部分に彩色したゲルを注入することにより，物体におけ
る透過性と線の空間的な構成による新たな立体の想起の可能性を
感じるとともに，中空ポリカーボネート板の積層素材としての面
白さを再認識できた．

建築としてのガラスの箱の温熱環境
辻本 翔　Sho TSUJIMOTO

星 龍志　Ryuji HOSHI

安藤 直見　Naomi ANDO

ソファで使用するサイドテーブルのデザイン
金子 哲大　Tetsuo KANEKO

空間における境界の滲みを利用した作品制作
島川 知蓮　Chiren SHIMAKAWA

金子 哲大　Tetsuo KANEKO
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2016年度秋季大会学生ポスター特別賞

発 表 者：浪 小那都（近畿大学）
論文題目：大名を丘に
　　　　　─建築がつくりだす地上と地下の地表─

2016年度秋季大会　学生ポスター特別賞について

　今大会ではより多くの発表や活発なディスカッションを促すため，ポスター発表を実施した．さらに，学生の研究活動や発表会への
参加を促進するため，学生によるポスター発表に対して「学生ポスター特別賞」を選考することとした．この賞は今大会限りの賞であ
り，選考方法は投票による多数決でおこなった．その結果，以下の発表者に対して，懇親会にて茂木プログラム委員長より賞状が授与
された．
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2016年度春季大会優秀研究発表賞・研究奨励賞

優秀研究発表賞

発 表 者：安福 健祐（大阪大学）
論文題目： 光学的流動に基づく建築空間分析ツールの開発

2016年度春季大会優秀研究発表賞・研究奨励賞選考結果報告

　2016年度春季大会における研究発表から，大会参加者による投票の結果，以下の発表が優秀研究発表賞，研究奨励賞として選考され
ました．

研究奨励賞

発 表 者：片桐 悠自（東京大学）
論文題目：少年時代の建築をめざして
　　　　　─ 建築家アルド・ロッシのドローイングにおける表

象分析─
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１．概要
日時：2016年11月27日（日）13：00～16：00
会場：首都大学東京南大沢キャンパス
司会：西井 美佐子（デジタルモデリング研究会委員長）

　大学や研究室では，ファブラボ（ 3 D CAD， 3 Dプリ
ンタ，レーザ加工機，NC加工機等のデジタル工作機器
を設置したデジタルファブリケーション環境）が整備さ
れ始めており，それらの環境を活用した教育や製造技術
開発の試みが行われている．そこで今回の研究会では，

「デジタルファブリケーションの制作環境を利用したも
のづくり教育」と題し，ファブラボ施設を整備して時代
を踏まえたものづくり教育や試みを長年にわたり取り組
んでこられた研究者や公設試験研究機関の技術者を招い
て基調講演を設けた．現代のものづくり教育において

「かたちを捉えて意図をかたちで健在化していく」とい
う視点での基盤教育が必要不可欠と思われることから，
学びの在り方ついて課題提起することを目的に意見交換
を行った．質疑では具体的な教育方法について質問があ
り，製品開発の取り組みの中で試行錯誤し，その都度問
題を解決したことで学生に有益な知識が蓄積したとの回
答であった．
　また，デジタルモデリング研究会の新たな取り組みと
して，本研究会の講演概要パネルの展示を行った（図
3 ）．
　大会会場で展示し，モデリングや 3 Dデータの実体化
等の 3 D技術教育の向上に資することを目的に設置した．
　今後は展示を募る予定である．

講演プログラム

筑波技術大学CAD/CAM室における工学教育へのCADと
モデリング利用の実践
 荒木 勉（筑波技術大学）
機能形状のモデリングと 3 D入出力環境を利用したモデ
リング演習
 竹之内 和樹（九州大学）
3 Dプリンタ活用の現状と新たに生まれた問題
� 町田�芳明，南部�洋平
� （埼玉県産業技術総合センター）

●報告

第 3回デジタルモデリング研究会報告
テーマ：デジタルファブリケーションの
制作環境を利用したものづくり教育

荒木 勉　Tsutomu ARAKI

竹之内 和樹　Kazuki TAKENOUCHI

町田 芳明　Yoshiaki MACHIDA

南部 洋平　Youhei NANBU

西井 美佐子 Misako NISHII

図 1 　講演中の様子

図 2 　  デジタルモデリングコンテスト歴代作品および埼玉県
産業技術総合センターによるガーベラとクワガタムシ
を 3 Dスキャンした出力サンプル

図 3 　  第 3 回デジタルモデリング研究会　講演概要ポスター
展示
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2016年度デジタルモデリング研究会

機能形状のモデリングと3D入出力環境を利用したモデリング演習

竹之内 和樹 Kazuki TAKENOUCHI 九州大学芸術工学研究院
(CAD･CADD、3Dモデリング、設計・製図教育)

3D入出力システムの導入から運営までのお世話をすることになり、導入した以上はシステムの使用実績
を作らなくてはとの強迫観念から、対象を探しては、あれやこれやとモデリング。そのおかげで、3D入
出力システムのユーザとして、いくらかの経験をすることができました。それをもとに、3Dスキャンか
らデータ編集、モデリングを経て3D出力までを一貫して行う演習を行っています。また、3Dモデリング
のサークルの世話もすることになりました。その活動の一部を紹介します。

Generative Design「リカンベントサイクルのフレームデザイン起点としての位相最適化の利用」

メカニズムモデル制作「Leonardo da Vinciのアイデアスケッチに基づく羽ばたき機械」

機械デザインとモデリングを兼ねた演習によい課題はないかと CODICE ATLANTICO から羽ばたき機械を選

んでモデル化しました。このとき、機構解析をしたところ、自由度が不足していることがわかり、不足
自由度の解消を利用して、簡単な翼のあおり運動を追加したりが、右下のモデルです。そっけない機能
モデルに、鳥の特徴の丸い胸、風切り羽も追加して、鳥らしい外観を与えています。
機械系の3D CADで部品をつくり、アセンブリをしました。右のフィーチャーツリーを見ればわかる通り、
ピンやEリングまで作り込んでいて、CADによる機械設計そのものです。

詳細デザインの起点のアイデア作成
位相幾何学最適化ツール Altair solidThinking
Inspireを使用して、Generative Designを体験。

基本原理は「応力が小さい部分を段階的に削除
して、体積を減らす」。ここではCAE解析が目

的ではないので、境界条件は単純に設定してい
ます。このような使い方では、専門課程の力学
は必ずしも要求されないようです。

• 位相最適化の形状をもとに、プロダクトらしくデザイン修正。実
現可能な形状で、試行錯誤ができた！

• 試されたのは、己れの発想力思い切った発想がないと、面白くな
りませんね
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2016年度デジタルモデリング研究会

デジタルモデルの利用「頭蓋骨ハンズオンモデルのスタンド」

機械の機能面のモデリング「円弧歯すじ歯車歯面のSTLモデル」

医療画像からの3Dモデル制作「胆管、骨の3Dモデル制作と出力」

スキャンデータを利用したパーソナルフィッティング「脳波測定用ヘッドセットのモデリング」

ZedEditを使用して、医療スライス画像からモ

デリング対象の輪郭を抽出して積層すること
で、3Dモデルを生成しました。骨は輪郭が明

瞭なので素人でも扱いやすいけれど、臓器は
輪郭が不明瞭で多臓器との重なりを正しく判
断して輪郭抽出する必要があり、時間と手間
がかかってコスト大でした。

頭蓋骨モデルのスタンドデザインにおいて、スタ
ンドで支える頭蓋骨の下部、側部の形状を使用ア
プリケーション間で受け渡しに工夫をして、モデ
ルを作成しました。
最近は、ソリッド、サーフェス、ポリゴン、STL
を同じ空間で編集できる環境が出現しつつあるの
で、当時の工夫は不要になってしまいそうです。
モデルを3Dプリンタで出力し、使用アンケートを

含むデザインレビューを行って、デザイン修正を
行って、ラピッドプロトタイピングの効果を実感
できた対象です。

ハンディスキャナ Sense で簡易測定した頭部形状に沿わせて形状を

設定するだけでは、少しゆるくて落ち着かない、ちょっと狭くて窮
屈だ、が生じます。丁度良い装着状態を得るために、次のモデル作
成では力学シミュレーションを導入の予定です。

歯形を創生するプロセスをモデリング。ハイ
エンドCADを利用せずに精度を確保するため
に、STLの直接生成を行いました。
デジタルモデルをもとに、粉末積層式3Dプリ
ンタ、3Dモデラで円弧歯すじの遊星歯車、円

弧歯すじラック・ピニオン（サイコウッド、
ポリアセタール）を製作しました。

粉末積層

FDM（ABS）

修
正
前

修
正
後

ポリアセタール

回転軸ユニット

ワークはマンドレルとのはめあいを
指定して円筒形に予備加工

マンドレルは
旋盤で製作

サイコウッド

FDM（PLA）

粉末積層

歯溝のSTLモデル

切れ刃の動き

九州大学医学研究院脳神経病研究施設臨床神経生理学教室
教授 飛松省三先生
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2016年度デジタルモデリング研究会

3D Design 入出力室

曲面を主にしたモデリング・出力演習

アナログモデルの制作
3Dスキャン－デジタルモデリングの総合演習

スキャンからソリッドモデル作成までのデータ処理

演習の成果？学生サークル「3DD入出力室」の活動

FDMプリンタ
NextEngine

Sense

3Dスキャナと3Dプリンタ
およびPCからなる3DD入出
力演習システムが5セット

クレイモデル

粉末積層 FDM

ベース
（スチレンボード）

クレイモデル

ベース

サーフェスの一通りの操作を学んで、最終課題
は根付。サイズは1辺が25mmの立方体に収まる
こと。粉末積層式3Dプリンタで出力してデパウ

ダ、含侵の後処理まで。スカルプト系フリー編
集環境も多様になっているので、わざわざパラ
メトリックに生成することもなさそうだけれど
も、曲面の品質と接続の指定について学ぶには、
よい課題であろうかと考えています。

3D入出力環境を利用したモデリング演習

FAB 3D CONTEST 2016 第3回ソレノイドコンテスト

個別要素を学んだ後に、アナログ造形、デジタル入
力－編集（モデリング）－出力までを一貫して行う
演習でまとめます。

デジタルモデリング環境を入力と出力をセットに
して整備しています。

スキャンデータからCADモデル作成まで、標準的

な処理手順で、スキャンデータ位置合せ－メッ
シュ調整－領域分割－メッシュスケッチでソリッ
ド化、の一連の過程を体験します。

解説・演習は
・サーフェスによるカット
・サーフェスで造形して厚み付け
・サーフェス編合せからソリッド化
これらに、オーバレイでのスケッチ
作成を追加

領域分割の結果を検討することで、自分が作成したクレイモデルが
どのようなフィーチャーで構成されているかを確認
精度を要する部分は、スケッチによるCAD操作で作成

荊棘のゆりかご

改良の繰返し

タイムキーパー
応募作品はこれ

学生が作成した
根付
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日本図学会創立50周年記念大会　参加のご案内

　本年，2017年は日本図学会創立50周年にあたりますた
め，例年 5 月に開かれております春季大会は実施せず， 8
月に開催するAFGS 2017（アジア図学会議）の初日に以
下の要領で創立50周年記念大会を開催いたします．

　日時：2017年 8 月 6 日（日）
　場所：東京大学駒場キャンパス　KOMCEE East
　内容（予定）：2017年度総会
　　　　　　　 50周年記念パネルディスカッション
　　　　　　　 懇親会
　※  懇親会は，AFGS 2017のレセプションを兼ねる予定

です．

　パネルディスカッションでは日本図学会の将来を見据え
た内容を考えておりますので，皆さま奮ってご参加くださ
いますようお願い申し上げます．詳細については，日本図
学会ウェブページにてご確認ください．

AFGS 2017─Asian Forum on Graphic Science
第11回アジア図学会議　参加のご案内

　おもにアジアの各国が参加する図学に関する国際会議
「AFGS 2017（第11回アジア図学会議）」の開催が近づいて
まいりました．
日時：2017年 8 月 6 日（日）〜10日（木）
場所：東京大学駒場Ⅰキャンパス21 KOMCEE
　　　（21 Komaba Center for Educational Excellence）
　　　〒153-8902　目黒区駒場3-8-1
主催：日本図学会
協賛：  International Society for Geometry and Graphics,

中国図 学 学 会，モンクット王トンブリー工 科 大 学
（KMUTT），一般社団法人画像電子学会，芸術科学
会，公益財団法人画像情報教育振興協会，公益社団
法人精密工学会，公益社団法人日本工学教育協会，
公益社団法人日本設計工学会，日本折紙学会，日本
デザイン学会，一般社団法人映像情報メディア学
会，映像表現&コンピュータグラフィックス研究委
員会，一般社団法人情報処理学会，コンピュータグ
ラフィックスとビジュアル 情 報 学 研 究 会，Asia 
Digital Art and Design Association Japan

後援：  ユニインターネットラボ株式会社，ラティス・テク
ノロジー株式会社

会告―― 1

会告―― 2

　フルペーパーの学術講演にたくさんのご応募をいただ
き，ありがとうございました．エクステンデッドアブスト
ラクトの査読を経て，85件の採択が決定いたしました．今
後， 5 月中頃には，ポスターによる研究発表の採択も決定
する予定です．
　会議においては，論文とポスターによる研究発表，招待
講演の他，エクスカーション，バンケットなども開催・開
宴されます．豪華な招待講演者の紹介，詳しいスケジュー
ル，その他については，ホームページをご覧ください．
　　　　http://afgs2017.graphicscience.jp/
　エクスカーションとバンケットは，以下を予定しており
ます．

■エクスカーション　 8 月 9 日　午後（半日ツアー）
　　　江戸東京博物館
　　　　　　https://www.edo-tokyo-museum.or.jp/
　　　すみだ北斎美術館
　　　　　　http://hokusai-museum.jp/
 
■バンケット　 8 月 9 日　夕刻
　　　シンフォニーディナークルーズ
　　　東京湾クルージングレストラン（日の出桟橋より乗船）
　　　　　　https://www.symphony-cruise.co.jp/

　ご参加に際しましては，参加登録（参加費の支払いを含
む）が必要です．早期割引による参加登録の期限は 6 月15
日（木）17：00，一般参加登録は 7 月15日（土）17：00ま
でとなっております．ホームページよりご登録ください．

　なお，この会議は，日本図学会創立50周年事業の一環と
して，JSPS科研費（JP16HP0706）の助成を受けて開催さ
れます．
　みなさまのご参加をお待ち申し上げております．

AFGS 2017実行委員会

工学教育協会　第65回年次大会
工学教育研究講演会ならびに国際セッション
講演募集要項

大会メインテーマ：「グローバル化する工学教育」
テーマ趣旨：人，物，情報の国際的な流動が拡大し，グ
ローバル化が急速に進展する現在，工学教育分野でも国境
を越えた接続・連携のプログラムが展開し始めている．国
際的な大学連携，学生や教員の国際的な移動は，単位互換
方式や成績評価基準づくり，さらにはジョイントディグ

会告―― 3
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　リーやダブルディグリーへと進行している．日本の工学教
育において，国際的な通用性をもったグローバル人材の育
成は，まさに喫緊の課題である．また，エンジニアリン
グ・デザイン教育，技術者倫理教育，PBLなど，工学教育
は大きく変革しつつある．
　全国の大学・高専等における工学教育の成果発表とディ
スカッションにより，これからの工学教育の進化とグロー
バル化する工学教育のさらなる展開を考える大会とする．
主催：公益社団法人日本工学教育協会，関東工学教育協会
日時：平成29年 8 月29日（火）〜31日（木）
会場：東京都市大学世田谷キャンパス
　　　〒158-8557　世田谷区玉堤1−28−1
　　　Tel : 03−5707−0104㈹
一般講演：
　講演テーマについて，すべての一般講演テーマで，口頭
発表またはポスター発表のどちらかを選択できます．
Ⅰ．大学・高専等における教育
　 1 ．基礎科目の講義・演習
　 2 ．専門科目の講義・演習
　 3 ．実験・実技
　 4 ．教材の開発
　 5 ．高大院連携
　 6 ．リメディアル教育・初年次教育
　 7 ．ものつくり教育
　 8 ．大学全入時代の工学教育
　 9 ．エンジニアリング・デザイン教育
Ⅱ．教育力・教育システム
　10．工学教育・システムの個性化・活性化
　11．プロジェクトマネジメントとPBL
　12．e-ラーニング・教育ソフトウェア
　13．教育評価・自己点検・評価システム
　14．工学教育に関するグッドプラクティス
　15．グローバル化時代における工学教育
Ⅲ．社会連携および企業・社会人教育
　16．インターンシップ
　17．産学連携教育
　18．社会との連携および貢献
　19．企業における技術者教育
　20．社会人のための大学院教育
Ⅳ．学生の教育・学修活（学生による発表に限ります．）
　21．学生の教育活動事例
　22．学生の学修活動事例
Ⅴ．多様化時代のダイバーシティ推進
　23．女性エンジニア育成支援
　24．多様な学生への学修支援
オーガナイズドセッション：
　オーガナイズドセッションのテーマは公募します．オー
ガナイズドセッションを提案する方は，事務局まで， 2 月
20日（月）までにテーマ名，テーマ内容，予定発表論文数

（ 6 件以上を目途）をご連絡ください．なお発表形式は口

頭発表のみとなります．また，オーガナイズドセッション
では，ワークショップの時間も設定できます．開催する
オーガナイズドセッションは， 3 月末に発表され，一般か
らの申し込みも受け付けます．
国際セッション：
テーマ：「工学教育における国際連携」
　発表された中からInternational Session Awardを選出
し，工学教育誌への掲載料支援を行っております．国際
セッションヘの積極的な申し込みをお願いします．英文投
稿･発表となります．
登壇者の資格：
　⑴日本工学教育協会，各地区工学教育協会の個人正会員
および団体会員（学校・企業等）に所属するもの．⑵協賛
学協会の個人会員．なお学生の発表の場合は，共著者に指
導教員を加えてください．発表には，その教員が同席する
ことを原則とします．
一般講演発表申込（口頭，ポスター，オーガナイズドセッ
ション）：
　論文とアブストラクトの同時申込とします．申し込む際
には，HPの応募要領を参照してください．ポスターセッ
ションは，多くの参加者に見てもらえるように，交流会の
直前に実施しますので，ぜひ応募ください．
　⑴　  講演会HPにて平成29年 4 月 5 日（水）より受付を

開始します．
　⑵　申込締切： 5 月 8 日（月）
　⑶　申込者には， 6 月初旬に採否を通知します．
　⑷　  申込件数：口頭発表は， 1 テーマ内では登壇者 1 名

につき 1 件とします．ポスター発表は登壇者 1 名に
つき 1 件とします．

国際セッション発表申込：
　⑴　  当協会HP掲載のCall for Papersを参照してお申し

込みください．
　⑵　申込締切： 5 月 8 日（月）
　⑶　申込者には， 6 月初旬に採否を通知します．
一般講演論文：
　⑴　  原稿は，HPに掲載の「工学教育研究講演論文集原

稿の作成における注意事項」に従い作成してくださ
い．書式，内容などに問題がある場合は，不採択と
なることがあります．なお原稿枚数は 2 ページとし
ます．

　⑵　  発表者（共著者・連名者）は 6 名以内とします．
　⑶　  国内論文集は電子メディア（CD-R）で発刊します．

事前払込参加登録者には， 8 月 4 日（金）を目途に
名札，論文集他資料を送ります．開催期間中は，大
会参加者を対象に日工教HPで論文を閲覧できる予
定です．なお，会場にはプリントアウト用設備など
はありませんので，できる限り事前参加登録を利用
ください．

国際セッション論文：
　原稿は，Call for Papersをご参照の上作成してくださ
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い．なお 原 稿 は 4 もしくは 6 ページとし，担 当 までPDF
文書にてメール送付ください．
口頭発表講演時間：
　 1 題目につき講演10分，討議 5 分．国際セッションは合
計20分の予定．
講演発表方式：
　ポスター発表以外の講演発表は，今年度から原則とし
て，主催者の用意するパソコンにUSBメモリでデータを移
行して，プロジェクタによる投影発表といたします．詳細
は今後公開されるHPの「発表における注意事項」を参照
ください．
その他：
　⑴　  登壇者・参加者は大会参加登録ならびに参加費（資

料代を含む）が必要です（事前払込参加登録は 4 月
5 日（水）より 7 月14日（金）まで）．登 壇 者 には
参加費の他に，別に定める登壇料をお支払いいただ
きます．

　⑵　 優れた発表には，JSEE研究講演会発表賞，ポスター
発表賞を授与します．また，国際セッションでの優
れた発表には，International Session Awardを授与
いたします．

　⑶　  講演発表後，「工学教育」誌に掲載を希望される方
は，「工学教育」投稿規定･執筆要領に準じて改めて
ご投稿いただき，編集・出版委員会の査読を経て掲
載します．

問い合わせ先：
　　　日本工学教育協会　事務局　川上
　　　〒108−0014　東京都港区芝5−26−20
　　　　　　　　　　　　　建築会館 4 階
　　　Tel : 03−5442−1021　Fax : 03−5442−0241
　　　E-mail : kawakami@jsee.or.jp
　　　URL : https://www.jsee.or.jp/taikai/kenkyu/
平成29年度協賛学協会（依頼予定，五十音順）
　IEEE Education Society Japan Chapter，応 用 物 理 学
会，化学工学会，教育システム情報学会，空気調和・衛生
工学会，計測自動制御学会，資源・素材学会，システム制
御情報学会，地盤工学会，情報処理学会，照明学会，初年
次教育学会，精密工学会，繊維学会，ターボ機械協会，電
気学会，電子情報通信学会，土木学会，日本液体微粒化学
会，日本応用数理学会，日本音響学会，日本感性工学会，
日本機械学会，日本技術史教育学会，日本教育工学会，日
本金属学会，日本経営工学会，日本原子力学会，日本建築
学会，日本工学アカデミー，日本工学会，日本工業英語協
会，日本数学会，日本数式処理学会，日本図学会，日本生
体医工学会，日本設計工学会，日本セラミックス協会，日
本塑性加工学会，日本デザイン学会，日本鉄鋼協会，日本
トライボロジー学会，日本人間工学会，日本防錆技術協会，
日本ロボット学会，PMI日本支部，表面技術協会，プロ
ジェクトマネジメント学会

学会誌「図学研究」への投稿のおすすめ

　日本図学会では，図にかかわる多様な研究を会誌「図学
研究」をとおして広く紹介しております．皆様の日頃の研
究成果を是非ご投稿ください．
　2016年より，希望に応じて，大会講演論文として投稿さ
れた論文の中から優れたものを，査読を経て「図学研究」
に掲載することとしております．この機会を大いに活用い
ただきたく，たくさんの論文投稿を期待しております．
　また，支部例会等で発表された研究成果についても，是
非とも「図学研究」にご投稿ください．
　査読期間は 1 ヶ月で，論文投稿後， 1 ヶ月から 1 ヶ月半
ほどで査読結果がお手元に届きます．学生の方にとって
は，指導教員以外の先生からの研究に対する意見やアドバ
イスを得る機会にもなります．
　論文は，下記のいずれかに分類できるものであれば，い
かなる研究分野のものであっても歓迎いたします．
　●基本分類キーワード
　  図学論／設計論／造形論／平面幾何学／空間幾何学／応

用 幾 何 学／形 態 構 成／CG／形 状 処 理／画 像 処 理／
CAD ･ CADD／図学教育／設計・製図教育／造形教育
／教育評価／空間認識／図学史

　これまで，完成度の高い研究論文・教育論文のほか，教
育・研究にかかわる資料や講座，手掛けられた作品の紹
介，書評や所感等を掲載してまいりました．
　投稿についての詳細は，毎号の「図学研究」巻末の投稿
規定および学会ホームページをご覧ください．
　皆様の積極的なご投稿を，心よりお待ち申し上げており
ます．

2017（平成29）年度会費納入のお願い

　2017（平成29）年度の会費納入をお願いいたします．会
費は前納制になっております．
　皆様のご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます．

記

1 ．会　　費　　正会員　　10,000円
　　　　　　　　学生会員　 5,000円
2 ．納入方法　　  1 月末に個別に郵送した郵便振替払込用

紙（郵便振替口座00100-5-67992）をご利
用ください．

3 ．そ の 他　　  公費等でのお支払いで書類を必要とされ

会告―― 4

会告―― 5
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　 る 場 合 は，下 記 の 事 項 を 記 載 の 上，
E-mail（jsgs-office@graphicscience.jp）
か

　　　　　　　　  FAX（03−5454−6990）で事務局にご連絡
ください．必要記載事項・書類の種類お
よび部数（例：請求書一部など）

　　　　　　　・宛名（例：○○大学　など）
　　　　　　　・書類送付先
　　　　　　　・  その他ご要望がありましたらお知らせく

ださい．

日本図学会入会のおすすめ

　本学会では，機械工学，情報工学，建築，美術，デザイ
ン，認知科学など，幅広い分野の専門家が図形に関わる多
様な研究成果を交換しています．年 4 回発行（季刊）の学
会誌「図学研究」，年 2 回開催（春秋）の大会，メーリン
グリストやFacebook，各支部の活動などを通じて，日々
多くの情報が交換されています．特に，隔年に開催される
図 学 国 際 会 議（International Conference on Geometry 
and Graphics）では 第 1 回 のバンクーバー会 議（1978年）
から中心的なメンバーとして会議開催に参画しています．
1993年からは中国図学学会（2010年に中国工程図学会から
改称）と緊密な関係を維持し，隔年開催のアジア図学会議

（Asian Forum on Graphic Science）を共同運営しており
ます．
　「図」にかかわる研究，創作のフィールドは，近年ます
ます目覚ましく発展しております．会員外の方にも広報活
動を展開し，「図」をキーワードに広く交流を図りたいと
考えております．お近くに入会をご希望の方がおられまし
たら是非ともご紹介ください．

年会費等

会員種別 資　　格 年会費 入会金

 正会員 本会の目的・事業に賛同さ
れる個人 10,000円 1,000円

学生会員
大学学部及び大学院修士課
程の在学生又はこれに準ず
る学校の在学生

5,000円  500円

賛助会員 本会の事業を援助してくだ
さる個人又は法人

1 口15,000円
（何口でも可） なし

※  日本図学会ホームページの入会申し込みフォームから申
し込まれた場合は入会金が不要となります．

権利
　正会員は，総会における議決権，役員の選挙権・被選挙
権をもつ．会員は，会誌・会報の配布を受ける．会員は，

会告―― 6

本会が開催する事業に参加することができる．
照会先
日本図学会事務局
　〒153-8902　東京都目黒区駒場3-8-1
　東京大学大学院　総合文化研究科
　広域システム科学系　情報・図形科学気付
　TEL : 03-5454-4334
　FAX : 03-5454-6990
　E-mail : jsgs-office@graphicscience.jp
　URL : http://www.graphicscience.jp/
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日本図学会

事務局報告
3 ．編集委員会報告��
　◦横山理事（代理）より，以下の報告があった
　　◦2��016年12月号（通巻151号）は，論文 1本＋作品紹

介 1本で編集中．ICGG�2016の記事も含め，今月
中に入稿して 1月送付を目指している．

　　◦��11月27日の編集委員会会議にて，大会発表論文のう
ち希望者の論文をジャーナル論文として査読に回す
場合の方法について以下の内容が決定された．

　　　◦��大会発表論文PDFから，著者名は編集にて削除す
る．

　　　◦��大会発表論文PDFには存在していない，「欧文タ
イトル」，「欧文概要」，「投稿申込票」については，
無い状態のままで査読プロセスを開始する．これ
らの情報については，投稿時のフォーマット
チェックを割愛する．

　　　◦��大会発表論文が，査読プロセスにおいて，第 1査
読にて「不採録」にならなかった場合には，第 2
査読の際に，著者は必ず投稿時に「欧文タイト
ル」「欧文概要」を追加，「投稿申込票」を添付す
るように依頼する．

　　◦��編集委員会会議にて大会発表論文の査読方法が決
まったので，2016年度秋季大会の大会発表論文を査
読プロセスに流し始めた．これを含めて，現在，査
読中の論文は10件．

4．国際関係��
　◦��国際図学会の選挙があり，次期会長に山口日本図学会
会長が選出された． 1月に交代．

5．デジタルモデリング研究会報告��
　◦��西井研究会委員長より，秋季大会時に研究会を無事開
催した，との報告があった．

6．50周年関連��
　◦��山口会長より，以下の報告があった．
　　◦�協賛学会を募集したいというメールを流してご意見

をいただいた結果，11学協会に依頼を出した：CG-
ARTS，設計工学会，画像電子学会，精密工学会，
日本デザイン学会，芸術科学会，ADADA�JAPAN，
日本折り紙学会，日本工学教育協会，情報処理学会
CGVI研究会，映像情報メディア学会AIT研究委員会．

　　◦��記念出版の件では，執筆依頼を出して多くの方から
ご承諾いただいた．

　　◦��デジタルアーカイブに掲載する書籍について，森北
出版から許諾をいただいた（図学用語辞典について
はデジタルデータあり）．培風館については，デジ
タル化は認められない，とのことであった．著者の
著作権処理について進めている．

　　◦��支部のアーカイブを計画しているところがあるの

日本図学会第554回理事会議事録
日　時：2016年12月19日（月）17：30〜19：30
場　所：東京大学駒場キャンパス15号館710室
出席者： 9名（議決権 8名）＋委任状 8名
　　　　��山口（会長），辻合（副会長），大谷，金井，齋藤，

近藤，鶴田，横山（以上理事），田中（監事）
　　　　��（辻合副会長と大谷，近藤，鶴田理事はSkypeによ

る参加）

1．議事録確認��
　 1 ．第552回，第553回理事会議事録を確認した．

2．事務局報告��
　 1 ．会員関係
　　 a．申し込み・届出
　　　 i ．当月入会申し込み
　　　　　正会員　和田�智秀�氏（東北大学）紹介者なし
　　　ⅱ．当月退会届出
　　　　　該当なし
　　 b．会員現在数（12月19日現在）
　　　　��名誉会員16名，正会員290名，学生会員28名，賛

助会員12社14口
　 2．その他
　　 a．他団体から
　　　◦��ADADA�Japanより「ADADA�Japan学術大会後援

のお願い」が届いた．
　　　◦��国立研究開発法人科学技術振興機構より，『日本

図学会大会学術講演論文集』に関して「データ
ベース収録についてのお願い」が届いた．

　　　◦��国立研究開発法人科学技術振興機構より
「J-STAGEにおける被引用情報の表示再開につい
て」が届いた．

　　　◦��一般社団法人学術著作権協会より「受託著作物
2016年度複写使用料分配について（お知らせ）」
が届いた．

　　　◦��一般社団法人出版者著作権管理機構より，著作権
使用料（2015年度徴収分）分配に関する文書が届
き，別紙の通り回答した．

　　　◦��日本学術会議より「日本学術会議ニュースメー
ル」No.�566〜570が届いた．

　　b．寄贈図書
　　　◦��蛭子井�博孝�氏から『幾何数学とは何か』（幾何数

学研究センター）が寄贈された．
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　　　　��名誉会員16名，正会員290名，学生会員28名，賛
助会員12社14口

　 2．その他
　　 a．他団体から
　　　◦��国立研究開発法人科学技術振興機構よりJ-STAGE

セミナー（11月30日開催）の講演資料公開に関す
るお知らせが届いた．

　　　◦��日本学術会議より「日本学術会議ニュースメー
ル」No.�571-574，及び「日本学術会議主催学術
フォーラム『安全保障と学術の関係：日本学術会
議の立場』について（ご案内）」が届いた．

　　　◦��日本学術会議より「日本学術会議会員・連携会員
の候補者に関する情報提供について（依頼）」が
届いた．

3．2016年度秋季大会報告��
　◦今間実行委員長より以下の報告があった．
　　◦��申込者総数は79名であった．
　　◦��最終的に赤字となった．この理由として，論文集印

刷費が高いことがわかった．
　　　電算印刷に事情を聴いてみることになった．
　　　��また，次の秋季大会のときに相見積をとるなど，検

討することとした．
　◦��茂木プログラム委員長より以下の報告があった．
　　◦��最終的には口頭発表23件，ポスター発表18件となっ

た．（口頭発表で 2件，ポスター発表で 2件辞退が
出た）

　　　��HPに掲載されているプログラムを実績に合わせて
修正した．

　　◦��論文集の方は口頭発表24件（直前の辞退分が 1件含
まれる），ポスター発表18件となった．

　　◦����大会 1日目に学生ポスター特別賞を 1件決定した．
　　　��浪�小那都「大名を丘に─建築がつくりだす地上と

地下の地表─」
　　◦��HPの秋季大会のページに授賞の件について書くこ

ととなった．
　　　��また，「図学研究」の秋季大会報告にも記載するこ

ととなった．

4．大会表彰について��
　◦��大会表彰委員会より，以下の通り決定した，との報告
があった．

　　優秀研究発表賞：
　　��「小児医療プレパレーションにおける映像プロジェク
ションの活用」

　　遠藤�潤一（金城学院大学）

　　研究奨励賞：

で，それも収録することができないか，との提案が
あり，鋭意進めていくこととした．

　　◦��50周年記念大会（ 8月 6日）のパネルディスカッ
ションについては，堤先生と相談しながら 3月まで
に決める．

　　◦��参加費について，バンケット，エクスカーションに
来ない人に対しAFGSの参加費を 2万円にしたい，
という案が出され，議論した結果，一般 4万円でい
くことにした．

　　◦バンケットは東京湾クルーズになりそうとのこと．
　　◦��ADMCについて審査委員会を作った．審査委員長を

三谷先生にお願いした．中国の方から審査委員を出
してほしい（ 2〜 3人）．

7．その他��
　◦��ADADA�Japanの後援について，本学会として後援す
ることとした．本学会会員もADADA�Japan会員と同
等の扱いで会議等への参加が可能となるとのこと．

◦議事録署名捺印理事
　齋藤，大谷両理事が選出された．

◦次回
　日時：2017年 1 月12日（木）17：30〜
　場所：東京大学駒場キャンパス15号館710室

�
日本図学会第555回理事会議事録
日時：2017年 1 月12日（月）17：30〜19：30
場所：東京大学駒場キャンパス15号館710室
出席者：12名（議決権 9名）+委任状 9名
　　　　��山口（会長），安藤，辻合（副会長），面出，種田，

鶴田，金井，横山，山島（以上理事），田中（監事），
今間（編集委員長），茂木（2016年度秋季大会プ
ログラム委員長）（安藤副会長はSkypeによる参加）

1．議事録確認��
　 1．第554回理事会議事録を確認した．

2．事務局報告��
　 1 ．会員関係
　　 a．申し込み・届出
　　　ⅰ．当月入会申し込み
　　　　　��正会員　宮崎�桂一�氏（キュービクスデザイン）

山畑�信博�氏�紹介
　　　ⅱ．当月退会届出
　　　　　��正会員　船山�未来�氏（元）岩手県立大学大学

院�松田�浩一�氏�紹介
　　 b．会員現在数（ 1月12日現在）
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◦��議事録署名捺印理事
　面出，種田両理事が選出された．

◦��次回
　日時：2017年 2 月23（木）17：30〜
　場所：東京大学駒場キャンパス15号館710室

　　��「帯状三次元座標取得装置を用いた曲線折り形状の対
話的な生成インタフェースの開発」

　　上村�紳一郎（筑波大学）

5．名誉会員について��
　◦��候補となっている 8名について，担当を決め連絡をす
ることとなった．

6．学会賞について��
　◦��学会賞選考委員会で検討した結果，今年度は該当な
し，ということになった．

7．編集委員会報告��
　◦��今間編集委員長より，以下の報告があった．
　　◦次号分は鋭意編集中である．
　　◦��今間編集委員長が今年度を持って委員長を交代した

い旨の希望があり，引継ぎをきちんとする，という
条件で了承された．次期委員長，副委員長について
は，編集委員会の中で調整する．

8．企画広報委員会報告��
　◦��安藤委員長より，来年度の秋季大会の開催校を決める
時期であるが，未定である． 4月の理事会をメドに決
定していくことにした，との報告があった．

9．デジタルモデリング研究会報告��
　◦��2016年12月13日に，図学会事務局へデジタルモデリン
グコンテスト作品についての問い合わせがあり，12月
19日に大阪大学の安福先生にご対応いただいた，との
報告があった．

10．50周年関連��
　◦山口会長より，以下の報告があった．
　　◦��レジストレーションのページを作成中． 2月末まで

に完成する予定．
　　◦��記念号については順調に進んでいる．芸大のときの

記録を残す方向で進んでいる．
　　◦��デジタルアーカイブについては，過去に図学会で出

版した書籍を入手したところである．
　　　��中部支部のアーカイブについて，連絡をいただけれ

ば「可視化の図学」を入れることができる．
　　◦��ADMCについてはEasyChairが稼働し始めたところ

である．
　　◦��AFGSについては招待講演者のページを作成し公開

した．
　　◦��レセプションは駒場第 2 キャンパスのape�cucina�

naturaleに決定．
　　◦��協賛の11学協会について， 9学協会からOKの連絡

がきた．
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Ⅶ．投稿要領

　原稿執筆に当たっては，本規定ならびに本学会の執筆要
領を参照すること．

Ⅷ．著作権

　 １ �．論文，資料などに関する一切の著作権（日本国著作
権法第２１条から第２８条までに規定するすべての権利を
含む．）は本学会に帰属するが，著作者人格権は著者
に帰属する．

　 ２ �．特別な事情により前項の原則が適用できない場合は
著者と本学会との間で協議のうえ措置する．

　 ３ �．著者が著者自身の論文等を複写・翻訳の形で利用す
ることに対し，本学会はこれに異議申立て，もしくは
妨げることをしない．

（本投稿規定は２０１２年１０月 １ 日より施行する．）

Ⅰ．目的

　本誌は日本図学会の会誌として図学に関する論文，資料
などを掲載・発表することにより図学の発展に寄与するも
のである．

Ⅱ．投稿資格

　日本図学会会誌「図学研究」に原稿を執筆し投稿するこ
とができるものは，原則として本学会会員とする．

Ⅲ．投稿原稿の種類

　本誌は図学に関する研究論文，研究資料，作品紹介，解
説などを掲載する．投稿原稿は原則として未発表のものと
する．ただし，本学会が主催・共催する大会や国際会議で
の口頭発表はこの限りではない．なお，原稿種別とそれら
の原稿ページ数は別途定めた投稿原稿種別に従うこと．

Ⅳ．投稿手続き

　投稿手続きは，原則として，本学会のホームページから
の投稿とする．投稿ページに必要事項を入力し，執筆要領
に従い，投稿申し込み票と原稿を送付する．

Ⅴ．投稿から掲載まで

　 １ �．原稿受付日は原則として本学会に原稿の到着した日
とする．

　 ２ �．投稿論文は，複数の査読者の査読結果にもとづき，
編集委員会が審議し決定する．資料および作品紹介
は，一人以上の査読者の判定とし，その他の原稿の掲
載については，編集委員会の判断に委ねる．査読の結
果，訂正の必要が生じた場合は，期限をつけて著者に
修正を依頼する．期限を越えた場合は，再提出された
日を新たな原稿受付日とする．

　 ３．査読後の訂正は原則として認めない．
　 ４ �．著者校正において，印刷上の誤り以外の訂正は原則
として認めない．ただし，著者から編集委員会への申
し出があり，これを編集委員会が認めた場合に限り訂
正することができる．

Ⅵ．掲載別刷料

　研究論文，研究資料に関しては，会誌に掲載するために
要する費用の著者負担分と別刷５０部の代金を，別に定める
掲載別刷料の規定にしたがって納める．５１部以上の別刷を
必要とするときには，投稿申込書に記入した冊数に従って
別途実費購入する．

会誌『図学研究』投稿規程 １967.１１.３０制定　２０１２.５.１２改訂
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プロも使用するパソコン用の設計アプリです。雑貨・アクセサリーから電化製品、

自動車にいたるまで、様々なものづくりを実現します。デザイン、テスト、加工の

プロセスをFusion 360で体験しよう。

Autodesk® Fusion 360™とは？

▶ 理学系・デザインを学んでいて卒業制作でものづくりを行いたい
▶ 3Dプリンターに興味がある
▶ 自分でデザインしたオリジナルのプレゼントをつくってみたい
▶ CADを学びたい

こんな方に
最適！

ものづくりの未来を担う学生・教員の方々に

Autodesk Fusion 360を無償で提供しています。

Autodesk, and Fusion 360 are registered trademarks or trademarks of Autodesk, Inc., and/or its subsidiaries and/or affi liates in the USA and/or other countries. All other brand names, product names, or trademarks belong to their respective holders. Autodesk 
reserves the right to alter product and services offerings, and specifi cations and pricing at any time without notice, and is not responsible for typographical or graphical errors that may appear in this document. © 2017 Autodesk, Inc. All rights reserved.

www.autodesk.co.jp

無償ダウンロードや詳しい内容はこちら

http://www.autodesk.co.jp/jeff

未来を

気がした。

託されたような

豊富なチュートリアルで学べる
わからないことがあったら

フォーラムサイトで解決できる

初めて使う方へのサポート

Maker Faire Tokyo 2017｜Make: Japan
2017年8月5日（土）・6日（日）

東京ビックサイト

Autodesk University Japan 2017
2017年9月21日（木）・22日（金）

ヒルトン東京お台場

Autodesk Fusion 360
Open Door Seminar

Fusion 360をハンズオンで学べる、
各地で開催中！

イベントで体験つくれるもの

Fusion 360ギャラリー
あなたの作った作品を

ギャラリーに掲載もできる

学生ユーザーインタビュー
学生ユーザーのものづくりの

生の声が聞ける
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　気がつけば，もう桜色の風が人々の笑顔を暖かに運ぶ季節と
なってまいりました．
　前号より，編集のとりまとめがK先生よりS先生へと実質的に
引き継がれました．それに伴って，これまでK先生がほぼおひと
りで奮闘されていた編集幹事のお仕事を，S先生他 ３名で協力し
て運営してゆく体制を整えております．
　そんな状況のもと，遅れてしまった前号から間を空けることな
く，暗中模索ながらになんとか今号も発刊の運びとなりました．
お知恵，お力を拝借した皆様には心よりの深謝を申し上げます．
　さて，昨年度春季大会より，大会発表論文からの査読希望をお
伺いしております．おかげさまで，査読対象論文（掲載論文では
なく……）の数は豊かになってまいりました．
　本誌を，単なる会報ではなく，由緒正しき学術論文集として発
刊し続けてゆくことが，編集委員会の大きな使命であると心得ま
す（かつては，会報と論文集とが別々だったのだそうですね．も
はや，そのような創成期の事情すら存じ上げないような世代が編
集幹事を仰せつかっている事態に，恐縮至極の思いでおります）．
　学術論文集であり続けるには，論文が継続的に掲載されなけれ
ばなりません．だからといって，論文数の安定的確保を最優先
し，査読プロセスが弛緩されることは決してあってはならないと
考えます．
　今号は，会告も充実しております．久しぶりに，投稿および入
会のお勧めも掲載することといたしました．これらは，ホーム
ページが充実して以来，学会外の方々の目にも触れるそちらを主
体に告知されておりますが，その一方で，ホームページというも
のの特性上，自ら見に行かなければ見られない情報でもありまし
た．改めまして，刷られた文字を通じて，より真摯に，新しい風
を通すことへのお力添えをお願い申し上げたく存じます．
　諸先輩方の築きあげられた図学知の結晶である『図学研究』
を，質高く，しかし，敷居の低い学会誌として後の世に継承すべ
く，微力の限りを尽くしてまいりたく存じます．
� （M・T）
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